
(57)【要約】

　縫合糸挿入デバイス（120）は、体腔（154）内に挿入

されるようにされたシャフト（124）を含む。第１及び

第２ニードル（160）は、縫合糸材（122）の夫々の第１

及び第２端部を保持する。第１及び第２ニードル案内部

材（130）がシャフトに取付けられ、第１及び第２ニー

ドルを夫々保持する。ニードル案内部材は、体腔内への

シャフトの挿入のためにシャフトの縦軸線に平行にニー

ドル案内部材が保持される第１動作形態と、ニードルを

近位方向に向けるようにニードル案内部材が体腔内にお

いてシャフトから外方に展開される第２動作形態とを有

する。イジェクタ（164）は、体腔に隣接する組織（156

）をニードルに貫通させるために第２動作形態において

ニードル案内部材からニードルを発射するように作動す

る。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 縦 軸 線 と 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る よ う に さ れ た 遠 位 端 と を 有 す る シ ャ フ ト と 、
　 縫 合 糸 材 の 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 を 夫 々 保 持 す べ く 構 成 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル と 、
　 前 記 シ ャ フ ト に 取 付 け ら れ る と 共 に 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル を 夫 々 保 持 す る 第 １ 及 び
第 ２ ニ ー ド ル 案 内 部 材 で あ っ て 、 該 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 体 腔 内 へ の 前 記 シ ャ フ ト の 挿 入
の た め に 前 記 縦 軸 線 に 平 行 に ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 保 持 さ れ る 第 １ 動 作 形 態 と 、 前 記 ニ ー ド
ル を 近 位 方 向 に 向 け る よ う に ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 体 腔 内 に お い て 前 記 シ ャ フ ト か ら 外 方 に
展 開 さ れ る 第 ２ 動 作 形 態 と を 有 す る 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル 案 内 部 材 と 、
　 体 腔 に 隣 接 す る 組 織 に 前 記 ニ ー ド ル を 貫 通 さ せ る よ う に 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に お い て 前 記
ニ ー ド ル 案 内 部 材 か ら 前 記 ニ ー ド ル を 発 射 す る べ く 作 用 す る イ ジ ェ ク タ と 、 を 具 備 す る 、
縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ニ ー ド ル は 夫 々 の 尖 端 を 有 し 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 前 記 ニ ー ド ル が 前 記 ニ ー
ド ル 案 内 部 材 に よ り 保 持 さ れ て い る 間 は 前 記 尖 端 が 前 記 組 織 に 接 触 し な い 様 に 前 記 ニ ー ド
ル を 収 容 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 夫 々 の 外 端 部 を 有 す る と と も に 、 該 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 前
記 ニ ー ド ル の 発 射 の 前 に 当 該 デ バ イ ス の 操 作 者 が 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 前 記 外 端 部 を 前
記 組 織 に 係 合 さ せ る こ と を 可 能 に す る よ う に 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に お い て 前 記 シ ャ フ ト か ら
外 方 に 展 開 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に お い て 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 近 位 方 向 に 向 く よ う に 前 記 シ ャ フ ト
か ら 外 方 に 湾 曲 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に お い て 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 か ら 展 開
さ れ 且 つ 近 位 方 向 へ 、 後 ろ へ 湾 曲 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 湾 曲 形 状 を 有 す る よ う に 当 該 デ バ イ ス の 組 立 て に 先 立 ち 形 成
さ れ た 超 弾 性 材 料 か ら 成 る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 前 記 ニ ー ド ル を 収 容 す る 内 孔 を 有 す る 超 弾 性 管 材 か ら 成 る 、
請 求 項 ６ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 超 弾 性 材 料 の プ レ ー ト か ら 成 り 、 前 記 ニ ー ド ル は 該 ニ ー ド ル が
発 射 さ れ る ま で 前 記 プ レ ー ト に 接 し て 保 持 さ れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 前 記 ニ ー ド ル を 前 記 プ レ ー ト に 接 す る よ う に 保 持 す る た め の カ
バ ー を 備 え 、 前 記 カ バ ー は 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 前 記 第 １ 動 作 形 態 か ら 前 記 第 ２ 動 作
形 態 へ と 展 開 さ れ た と き に 前 記 プ レ ー ト に 沿 っ て 長 手 方 向 に シ フ ト す る よ う に 前 記 プ レ ー
ト に 対 し て 取 付 け ら れ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ニ ー ド ル は 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 か ら 発 射 さ れ る と 該 ニ ー ド ル が 直 線 形 状 を 呈 す
る 様 に 形 成 さ れ た 弾 性 材 料 か ら 成 る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 前 記 第 １ 動 作 形 態 に 在 る 間 に 前 記 シ ャ フ ト 内 に 収 容 さ れ る 一 個
以 上 の 安 定 器 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に お い て 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 安 定 化 さ せ る
よ う に 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 と 共 に 展 開 さ れ る べ く 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 に 連 結 さ れ た 一
個 以 上 の 安 定 器 を 備 え る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 前 記 ニ ー ド ル が 発 射 さ れ る 外 端 部 を 有 し 、 前 記 安 定 器 は 、 前
記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 前 記 外 端 部 を 前 記 シ ャ フ ト に 連 結 す る コ ー ド を 具 備 す る 、 請 求 項 １
１ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 安 定 器 は 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 に よ り 画 成 さ れ る 平 面 と 交 差 す る 方 向 に 前 記 シ ャ
フ ト の 遠 位 端 か ら 外 方 に 延 在 す る 翼 部 を 備 え 、 前 記 コ ー ド は 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 前
記 翼 部 に 連 結 す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 安 定 器 が 連 結 器 を 具 備 し 、 該 連 結 器 が 前 記 コ ー ド を 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 に 固 定 す
る よ う に 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 外 端 部 に 取 付 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の デ バ イ
ス 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 安 定 器 は 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 保 持 す る た め に 前 記 シ ャ フ ト か ら 外 方 に 開 く ス
ト ラ ッ ト を 具 備 す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に お い て 非 対 称 で あ る 、 請 求 項
１ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 夫 々 の 外 端 部 を 有 す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に お い て 、 前 記 シ ャ フ ト が 前 記 組 織 に 対 し て
傾 斜 し て 角 度 付 け さ れ る 間 に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 外 端 部 が 前 記 組 織 に
対 し て 同 時 に 係 合 さ せ ら れ る 様 に 形 成 さ れ る 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル に よ り 保 持 さ れ る 縫 合 糸 材 は 第 １ 糸 材 で あ り 、
　 当 該 デ バ イ ス は 、 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル 案 内 部 材 と 、 該 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル 案 内 部 材
に よ り 夫 々 保 持 さ れ る と 共 に 第 ２ 縫 合 糸 材 を 保 持 す べ く 構 成 さ れ た 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル
と を 備 え 、
　 前 記 イ ジ ェ ク タ は 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル を 発 射 す る こ と で 第 １ 及 び
第 ２ 縫 合 糸 材 の 両 方 の 端 部 に 前 記 組 織 を 貫 通 通 過 さ せ る よ う に 作 動 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 １
５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル 及 び 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 縫 合 糸 材 は 、 前 記 組 織 を
貫 通 す る ２ つ の 平 行 な 縫 い 目 を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の デ バ イ ス
。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル 及 び 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 縫 合 糸 材 は 、 前 記 組 織 を
貫 通 す る ２ つ の 交 差 縫 い 目 を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 ニ ー ド ル は 平 坦 材 料 の プ レ ー ト か ら 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 項
に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 ニ ー ド ル の 各 々 は 目 を 備 え 、 前 記 縫 合 糸 材 の 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 の 各 々 は 前 記 第 １ 及
び 第 ２ ニ ー ド ル の 夫 々 の 前 記 目 に 挿 入 さ れ て 前 記 目 の 中 で 固 定 さ れ る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載
の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 ニ ー ド ル の 各 々 は 管 材 か ら 成 る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ
ス 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 縫 合 糸 材 の 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 の 各 々 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル の 夫 々 の 管 材 内
に 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
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【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 ニ ー ド ル は 前 記 縫 合 糸 材 の 直 径 以 下 で あ る 外 側 寸 法 を 有 し 、
　 前 記 縫 合 糸 材 の 端 部 は 前 記 管 材 内 へ の 挿 入 の た め に 狭 幅 化 さ れ る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に お い て 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 前 記 ニ ー ド ル を 前 記 シ ャ フ ト の 方 に
向 け る よ う に 構 成 さ れ 、 そ の 結 果 前 記 ニ ー ド ル は 前 記 組 織 を 貫 通 通 過 し た 後 で 前 記 シ ャ フ
ト に 衝 当 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 シ ャ フ ト は 、 前 記 ニ ー ド ル が 該 シ ャ フ ト に 衝 当 し た と き に 前 記 ニ ー ド ル を 捕 捉 し て
保 持 す る た め の ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ を 備 え る 、 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ は 、 前 記 シ ャ フ ト の 外 側 面 に キ ャ ビ テ ィ を 具 備 す る 、 請 求 項 ２
７ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 ニ ー ド ル は 、 前 記 ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ か ら の 該 ニ ー ド ル の 離 脱 を 防 止 す べ く 前 記 ニ
ー ド ル ・ ト ラ ッ プ に 係 合 す る 突 出 部 を 具 備 す る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ は 、 前 記 ニ ー ド ル が 前 記 シ ャ フ ト に 衝 当 し た と き に 前 記 ニ ー ド
ル に よ り 貫 通 さ れ る 弾 性 材 料 か ら 成 る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 イ ジ ェ ク タ は 第 １ 及 び 第 ２ イ ジ ェ ク タ 端 部 を 備 え る と 共 に 、 該 イ ジ ェ ク タ は 、 前 記
ニ ー ド ル を 発 射 す る た め に 前 記 第 １ 及 び 第 ２ イ ジ ェ ク タ 端 部 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル
案 内 部 材 内 へ 駆 動 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ
イ ス 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 ニ ー ド ル の 各 々 は 末 尾 部 を 有 し 、
　 前 記 イ ジ ェ ク タ 端 部 の 各 々 は 、 前 記 ニ ー ド ル を 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 か ら 押 し 出 す よ う
に 夫 々 の ニ ー ド ル の 末 尾 部 に 連 結 さ れ た ノ ー ズ を 有 す る 、 請 求 項 ３ １ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 前 記 第 １ 動 作 形 態 か ら 前 記 第 ２ 動 作 形 態 へ と 進 行 さ せ る よ う に
前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 に 連 結 さ れ た ニ ー ド ル 案 内 部 材 ホ ル ダ で あ っ て 、 前 記 ニ ー ド ル の 発
射 後 に 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 前 記 第 １ 動 作 形 態 へ と 復 帰 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た ニ ー ド
ル 案 内 部 材 ホ ル ダ を 具 備 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 イ ジ ェ ク タ が ア ク チ ュ エ ー タ を 具 備 す る 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、 前
記 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に 在 る と き に の み 前 記 ニ
ー ド ル を 発 射 す べ く 作 動 可 能 で あ る よ う に 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 に 連 結 さ れ て い る 、 請 求
項 ３ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 イ ジ ェ ク タ は 、 当 該 デ バ イ ス の 操 作 者 に よ る 該 イ ジ ェ ク タ の 作 動 に よ り 、 操 作 者 の
更 な る 動 作 な し で 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 ホ ル ダ が 自 動 的 に 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 前 記 第
１ 動 作 形 態 へ と 復 帰 さ せ る 様 に 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 ホ ル ダ に 結 合 さ れ る 、 請 求 項 ３ ３ に
記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ ス プ リ ン グ を 具 備 す る 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 ホ ル ダ は 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 前 記 第 １ 動 作 形 態 へ と 進 め ら
れ た と き に 前 記 第 １ ス プ リ ン グ を 引 絞 る べ く 該 第 １ ス プ リ ン グ に 連 結 さ れ 、
　 前 記 第 ２ ス プ リ ン グ は 、 該 第 ２ ス プ リ ン グ の 作 動 に よ り 前 記 第 １ ス プ リ ン グ が 解 放 さ れ
、 そ の こ と に よ り 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 ホ ル ダ が 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 前 記 第 １ 動 作 形
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態 に 復 帰 さ せ る よ う に 、 前 記 イ ジ ェ ク タ に 連 結 さ れ て 該 イ ジ ェ ク タ を 作 動 さ せ る 、 請 求 項
３ ５ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 シ ャ フ ト に 連 結 さ れ た ハ ン ド ル を 具 備 す る 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 ホ ル ダ が 前 記 ハ ン ド ル 内 に 収 容 さ れ る 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 解 放 ア ク チ ュ エ ー タ を 具 備 す る 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 解 放 ア ク チ
ュ エ ー タ が 、 前 記 シ ャ フ ト の 交 換 を 可 能 に す る た め に 前 記 ハ ン ド ル か ら 前 記 シ ャ フ ト を 外
す よ う に 作 動 可 能 で あ る 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 前 記 第 １ 動 作 形 態 に お い て 前 記 シ ャ フ ト の 内 側 に 収 容 さ れ る 、
請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 、 前 記 ニ ー ド ル の 発 射 後 に 自 動 的 に 前 記 シ ャ フ ト 内 に 引 込 め ら
れ る よ う に 構 成 さ れ た 、 請 求 項 ３ ９ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 ニ ー ド ル の 発 射 は 、 前 記 縫 合 糸 材 の 端 部 が 前 記 組 織 を 貫 通 通 過 す る こ と を 引 き 起 こ
し 、 そ の 結 果 前 記 ニ ー ド ル の 発 射 に 続 い て 体 腔 か ら 当 該 デ バ イ ス が 引 抜 か れ る と き に 、 前
記 縫 合 糸 材 は 前 記 組 織 を 貫 通 し て 締 め 付 け る 一 方 、 該 縫 合 糸 材 の 端 部 は 前 記 体 腔 の 外 側 か
ら ア ク セ ス 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 身 体 表 面 か ら 穿 刺 部 を 通 り 体 腔 内 へ 達 す る よ う に 構 成 さ れ た カ ニ ュ ー レ で あ っ て 内 孔 を
有 す る カ ニ ュ ー レ を 具 備 し 、 前 記 シ ャ フ ト が 前 記 体 腔 に ア ク セ ス す る た め に 前 記 内 孔 を 通
過 す る よ う に さ れ た 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 カ ニ ュ ー レ は 遠 位 端 を 有 す る と 共 に 該 遠 位 端 に 柔 軟 材 料 を 備 え 、
　 前 記 組 織 を 貫 通 し た 後 、 前 記 ニ ー ド ル は 前 記 柔 軟 材 料 を 貫 通 し て 該 柔 軟 材 料 内 に 捕 捉 さ
れ る 、 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 シ ャ フ ト が 内 孔 を 含 む 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ
て 、 前 記 内 孔 は 、 当 該 デ バ イ ス が 案 内 ワ イ ヤ 上 に て 前 記 体 腔 内 へ 挿 入 さ れ る の を 可 能 に す
る た め に 前 記 案 内 ワ イ ヤ を 受 容 す る よ う に 形 状 化 さ れ て い る 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 シ ャ フ ト が 、 第 １ 及 び 第 ２ ポ ー ト を 夫 々 有 す る 第 １ 及 び 第 ２ 内 孔 を 含 む 、 請 求 項 １
乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ポ ー ト は 、 体 腔 か ら 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 内 孔 を 通 る 体 液 の 流 れ が 体 腔 の
内 側 に お け る 前 記 シ ャ フ ト の 挿 入 深 度 を 表 す よ う に 、 前 記 シ ャ フ ト に 沿 っ て 夫 々 の 異 な る
長 手 方 向 位 置 に 配 設 さ れ て い る 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 血 管 内 の カ ニ ュ ー レ の 深 度 を 血 管 壁 に 対 し て 調 節 す る デ バ イ ス で あ っ て 、
　 該 デ バ イ ス は 、 前 記 カ ニ ュ ー レ を 通 し て 挿 入 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 細 長 い 本 体 を 備 え
、
　 前 記 本 体 は 、 夫 々 の 第 １ 及 び 第 ２ 遠 位 ポ ー ト 及 び 第 １ 及 び 第 ２ 近 位 ポ ー ト を 有 す る 第 １
及 び 第 ２ 内 孔 を 含 み 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 遠 位 ポ ー ト が 前 記 本 体 に 沿 っ て 異 な る 夫 々 の 長 手
方 向 位 置 に 配 設 さ れ る 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 血 管 内 に お け る 当 該 デ バ イ ス の 深 度 は 、 前 記 第 ２ 遠 位 ポ ー ト が 血 管 壁 に よ り 閉 塞 さ れ る
一 方 で 、 前 記 第 １ 遠 位 ポ ー ト を 経 由 し て 前 記 第 １ 内 孔 を 通 る 血 液 の 流 れ に 応 じ て 確 認 可 能
で あ り 、 そ の 結 果 前 記 カ ニ ュ ー レ の 深 度 が 当 該 デ バ イ ス に 対 し て 調 節 さ れ る 、 請 求 項 ４ ６
に 記 載 の デ バ イ ス 。
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【 請 求 項 ４ ８ 】
　 身 体 組 織 を 貫 通 通 過 し た 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 を 有 す る 縫 合 糸 材 を 結 紮 す る デ バ イ ス で あ っ
て 、
　 前 記 縫 合 糸 材 に お い て 結 び 目 が 結 ば れ た 後 で 該 縫 合 糸 材 の 端 部 を 受 容 す る 一 個 以 上 の 開
口 を 備 え た 遠 位 端 を 有 す る デ バ イ ス 本 体 と 、
　 前 記 本 体 内 に 収 容 さ れ た 捕 捉 機 構 で あ っ て 、 前 記 結 び 目 が 身 体 組 織 に 対 し て 結 ば れ る と
き に 該 結 び 目 を 保 持 す べ く 前 記 開 口 の 間 で 前 記 結 び 目 を 捕 捉 す る よ う に 作 動 す る 捕 捉 機 構
と 、
　 前 記 結 び 目 が 前 記 捕 捉 機 構 に 保 持 さ れ て い る 間 に 前 記 縫 合 糸 材 の 端 部 を 切 り 離 す る よ う
に 作 動 す る ブ レ ー ド と 、 を 具 備 す る 縫 合 糸 材 を 結 紮 す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 デ バ イ ス 本 体 は 管 状 で あ り 、 前 記 捕 捉 機 構 は 前 記 結 び 目 を 捕 捉 す る た め に 前 記 管 材
に 取 付 け ら れ て 該 管 材 内 を 滑 動 す る 、 請 求 項 ４ ８ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 デ バ イ ス 本 体 内 の ス プ リ ン グ で あ っ て 、 前 記 縫 合 糸 材 の 端 部 を 切 り 離 す べ く 前 記 ブ
レ ー ド に 連 結 さ れ て 該 ブ レ ー ド を 駆 動 す る ス プ リ ン グ を 具 備 す る 、 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の デ
バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 縦 軸 線 及 び 遠 位 端 を 有 す る シ ャ フ ト で あ っ て 、 前 記 縦 軸 線 に 対 し て 当 該 第 １ 及 び 第 ２ ニ
ー ド ル 案 内 部 材 が 平 行 と な る 第 １ 動 作 形 態 で 前 記 遠 位 端 に 取 付 け ら れ た 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー
ド ル 案 内 部 材 に し て 、 縫 合 糸 材 の 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 が 夫 々 取 付 け ら れ た 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー
ド ル を 保 持 す る 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 有 す る シ ャ フ ト を 配 備 す る 段 階 と 、
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 前 記 第 １ 動 作 形 態 に 在 る 間 に 前 記 シ ャ フ ト の 遠 位 端 を 体 腔 内 に
挿 入 す る 段 階 と 、
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 に よ り 保 持 さ れ た 前 記 ニ ー ド ル が 近 位 方 向 を 向 く 第 ２ 動 作 形 態 を
前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 呈 す る よ う に 、 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 か ら 前 記 体 腔 内 へ 前 記
ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 外 方 に 展 開 す る 段 階 と 、
　 前 記 ニ ー ド ル が 前 記 体 腔 に 隣 接 す る 組 織 を 貫 通 す る よ う に 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に お い て 前
記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 か ら 前 記 ニ ー ド ル を 発 射 す る 段 階 と 、 を 含 む 患 者 の 身 体 内 の 体 腔 に 隣
接 す る 組 織 を 縫 合 す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 ニ ー ド ル は 夫 々 の 尖 端 を 有 し 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 前 記 ニ ー ド ル が 前 記 ニ ー
ド ル 案 内 部 材 に よ り 保 持 さ れ て い る 間 に 前 記 尖 端 が 組 織 に 接 触 し な い 様 に 前 記 ニ ー ド ル を
収 容 す る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 夫 々 の 外 端 部 を 有 す る 、 請 求 項 ５ ２ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ニ ー ド ル の 発 射 の 前 に 、 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に お け る 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 前 記 外
端 部 を 前 記 組 織 に 係 合 さ せ る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ５ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 前 記 外 端 部 を 前 記 組 織 に 係 合 さ せ る 前 記 段 階 は 、 前 記 ニ ー ド ル
の 発 射 の 前 に 前 記 組 織 に 当 接 さ れ た 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 圧 力 に よ り 前 記 組 織 に 張 力 を
生 成 す る よ う に 前 記 シ ャ フ ト を 近 位 方 向 に 引 張 る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ５ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 前 記 ニ ー ド ル を 発 射 し て 前 記 組 織 を 貫 通 さ せ た 後 、 前 記 縫 合 糸 材 が 前 記 組 織 を 貫 通 し て
締 め る 間 に 、 前 記 身 体 か ら 前 記 シ ャ フ ト 、 前 記 ニ ー ド ル 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 、 及 び 、
前 記 縫 合 糸 材 の 端 部 を 引 き 抜 く よ う に 前 記 ニ ー ド ル 及 び 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 と 共 に 前 記
シ ャ フ ト を 近 位 方 向 に 引 張 る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 前 記 シ ャ フ ト の 遠 位 端 を 挿 入 す る 前 記 段 階 が 、 前 記 組 織 に お け る 穿 刺 部 を 通 し て 前 記 シ
ャ フ ト の 遠 位 端 を 導 入 す る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
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　 前 記 穿 刺 部 を 閉 じ る べ く 前 記 ニ ー ド ル 及 び 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 と 共 に 前 記 シ ャ フ ト を
近 位 方 向 に 引 戻 し た 後 で 前 記 縫 合 糸 材 を 結 ぶ 段 階 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 前 記 遠 位 端 を 導 入 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 を 腹 腔 鏡 穿 刺 ポ ー ト を 経
由 し て 挿 入 す る 段 階 を 含 み 、 前 記 縫 合 糸 材 を 結 ぶ 前 記 段 階 は 、 前 記 腹 腔 鏡 穿 刺 ポ ー ト を 閉
じ る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ５ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 前 記 遠 位 端 を 導 入 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 を 血 管 内 に 挿 入 す る 段 階
を 含 み 、 前 記 縫 合 糸 材 を 結 ぶ 前 記 段 階 は 、 血 管 壁 部 に お け る 穿 刺 部 を 閉 じ る 段 階 を 含 む 、
請 求 項 ５ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 を 血 管 内 に 挿 入 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 血 管 壁 部 に 対 し て 傾 斜
し た 角 度 に て 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 に 前 記 穿 刺 部 を 貫 通 通 過 さ せ る 段 階 を 含 み 、
　 前 記 ニ ー ド ル を 発 射 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 血 管 の 丈 に 沿 っ て 長 手 方 向 に 離 間 さ れ た 夫 々
の 第 １ 及 び 第 ２ 箇 所 に て 前 記 血 管 壁 部 を 通 し て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル を 貫 通 通 過 さ せ
る 段 階 を 含 み 、 前 記 縫 合 糸 材 は 結 ば れ た と き に 前 記 血 管 の 縦 軸 線 と 平 行 で あ る 、 請 求 項 ５
８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 展 開 す る 段 階 は 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 近 位 方 向 に 向 く よ う
に 前 記 シ ャ フ ト か ら 外 側 に 湾 曲 す る こ と を 引 き 起 こ す 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 展 開 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 シ ャ フ ト の 遠 位 端 を 通 し て 前 記 ニ ー
ド ル 案 内 部 材 を 押 し 出 す 段 階 を 含 み 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 押 し 出 さ れ た と き に 近 位 方
向 に 戻 り 湾 曲 す る 、 請 求 項 ６ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 前 記 シ ャ フ ト か ら 展 開 さ れ た と き に 湾 曲 形 状 を 有 す る よ う に
形 成 さ れ た 超 弾 性 材 料 か ら 成 る 、 請 求 項 ６ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 前 記 ニ ー ド ル は 、 該 ニ ー ド ル が 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 か ら 発 射 さ れ た と き 直 線 形 状 を 呈
す る 様 に 形 成 さ れ た 弾 性 材 料 か ら 成 る 、 請 求 項 ６ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 展 開 す る 前 記 段 階 が 一 個 以 上 の 安 定 器 を 展 開 さ せ る 段 階 を 含 む
、 請 求 項 ６ ０ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 一 個 以 上 の 安 定 器 は 、 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に お い て 前
記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 安 定 化 す る た め に 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 前 記 第 １ 動 作 形 態 に 在
る 間 に 前 記 シ ャ フ ト 内 に 収 容 さ れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に お い て 非 対 称 で あ る 、 請 求 項
５ １ 乃 至 ６ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 夫 々 の 外 端 部 を 有 す る 、 請 求 項 ６ ５ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 展 開 し た 後 、 前 記 シ ャ フ ト が 前 記 組 織 に 対 し て 傾 斜 し て 角 度 付
け さ れ て い る 間 に 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 前 記 外 端 部 を 前 記 組 織 に 対 し て 同
時 に 係 合 さ せ る 段 階 を 含 み 、
　 前 記 ニ ー ド ル を 発 射 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 前 記 組 織 に
対 し て 同 時 に 係 合 し 且 つ 前 記 シ ャ フ ト が 傾 斜 し て 角 度 付 け さ れ て い る 間 に 前 記 ニ ー ド ル を
発 射 す る 段 階 か ら 成 る 、 方 法 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル に よ り 保 持 さ れ る 前 記 縫 合 糸 材 は 第 １ 糸 材 で あ り 、
　 前 記 シ ャ フ ト を 配 備 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 シ ャ フ ト に 取 付 け ら れ た 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド
ル 案 内 部 材 を 配 備 す る 段 階 と 、 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル 案 内 部 材 に よ り 夫 々 保 持 さ れ る
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と 共 に 第 ２ 縫 合 糸 材 を 保 持 す る 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル を 配 備 す る 段 階 と を 備 え 、
　 前 記 ニ ー ド ル を 発 射 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル を 発 射 す
る こ と に よ り 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 縫 合 糸 材 の 両 方 の 端 部 に 前 記 組 織 を 貫 通 通 過 さ せ る 段 階 を
含 む 、 請 求 項 ５ １ 乃 至 ６ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル を 発 射 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 組 織 を 貫 通 す る ２
つ の 平 行 な 縫 い 目 を 形 成 す る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ６ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ９ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル を 発 射 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 組 織 を 貫 通 す る ２
つ の 交 差 縫 い 目 を 形 成 す る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ６ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ０ 】
　 前 記 ニ ー ド ル は 平 坦 材 料 の プ レ ー ト か ら 形 成 さ れ る 、 請 求 項 ５ １ 乃 至 ６ ４ の い ず れ か 一
項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ １ 】
　 前 記 ニ ー ド ル の 各 々 は 管 材 か ら 成 る 、 請 求 項 ５ １ 乃 至 ６ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ７ ２ 】
　 前 記 ニ ー ド ル を 発 射 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 ニ ー ド ル を 前 記 シ ャ フ ト の 方 に 向 け る 段 階 と
、 前 記 ニ ー ド ル が 前 記 組 織 を 貫 通 し た 後 で 該 ニ ー ド ル を 捕 捉 し か つ 前 記 シ ャ フ ト に 対 し て
保 持 す る 段 階 と 、 を 含 む 請 求 項 ５ １ 乃 至 ６ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ３ 】
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 展 開 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 ニ ー ド ル を 前 記 シ ャ フ ト の 方 に 向 け
て 、 前 記 ニ ー ド ル が 前 記 組 織 を 貫 通 通 過 し た 後 に 前 記 シ ャ フ ト に 衝 当 す る よ う に 、 前 記 ニ
ー ド ル 案 内 部 材 を 構 成 す る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ７ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ４ 】
　 前 記 ニ ー ド ル を 発 射 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 ニ ー ド ル を 発 射 す る た め に 第 １ 及 び 第 ２ イ ジ
ェ ク タ 端 部 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル 案 内 部 材 内 へ そ れ ぞ れ 駆 動 す る よ う に イ ジ ェ ク タ
を 作 動 さ せ る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ５ １ 乃 至 ６ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ５ 】
　 前 記 イ ジ ェ ク タ を 作 動 さ せ る 前 記 段 階 は 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に
在 る と き に は 前 記 イ ジ ェ ク タ が 作 動 さ れ 得 な い 様 に 前 記 イ ジ ェ ク タ を 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部
材 に 連 結 す る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ７ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ６ 】
　 前 記 ニ ー ド ル の 発 射 の 後 で 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 前 記 第 １ 動 作 形 態 に 戻 す 段 階 と 、
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 前 記 第 １ 動 作 形 態 に 在 る 間 に 前 記 身 体 か ら 前 記 シ ャ フ ト を 引 抜
く 段 階 と 、 を 含 む 、 請 求 項 ５ １ 乃 至 ６ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ７ 】
　 前 記 ニ ー ド ル を 発 射 す る 前 記 段 階 は 、 イ ジ ェ ク タ を 作 動 さ せ る 段 階 を 含 み 、
　 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 戻 す 前 記 段 階 は 、 前 記 イ ジ ェ ク タ の 作 動 が 、 前 記 ニ ー ド ル 案 内
部 材 の 前 記 第 １ 動 作 形 態 へ の 自 動 的 な 復 帰 を 引 き 起 こ す よ う に 、 前 記 イ ジ ェ ク タ を 前 記 ニ
ー ド ル 案 内 部 材 に 連 結 す る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ７ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ８ 】
　 前 記 シ ャ フ ト を 配 備 す る 前 記 段 階 が 、 操 作 者 に よ り 使 用 さ れ る 制 御 部 を 備 え た ハ ン ド ル
を 前 記 シ ャ フ ト に 連 結 す る 段 階 を 含 み 、
　 当 該 方 法 は 、 前 記 ニ ー ド ル を 発 射 し 且 つ 前 記 シ ャ フ ト を 身 体 か ら 引 き 抜 い た 後 、 前 記 シ
ャ フ ト を 前 記 ハ ン ド ル か ら 外 し て 前 記 シ ャ フ ト を 交 換 す る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ５ １ 乃 至 ６
４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ９ 】
　 前 記 シ ャ フ ト を 配 備 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 第 １ 動 作 形 態 に お い て 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材
を 前 記 シ ャ フ ト の 内 側 に 保 持 す る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ５ １ 乃 至 ６ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載
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の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ０ 】
　 前 記 ニ ー ド ル を 発 射 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 ニ ー ド ル の 発 射 の 後 で 前 記 ニ ー ド ル 案 内 部 材
を 自 動 的 に 前 記 シ ャ フ ト 内 に 引 き 込 む 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ７ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ １ 】
　 前 記 遠 位 端 を 挿 入 す る 前 記 段 階 は 、 身 体 表 面 か ら 穿 刺 部 を 介 し て 体 腔 内 へ カ ニ ュ ー レ を
入 れ る 段 階 と 、 前 記 カ ニ ュ ー レ の 内 孔 に 前 記 シ ャ フ ト を 挿 通 す る 段 階 と 、 を 含 む 請 求 項 ５
１ 乃 至 ６ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ２ 】
　 前 記 シ ャ フ ト は 内 孔 を 含 み 、 前 記 遠 位 端 を 挿 入 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 シ ャ フ ト を 案 内 ワ
イ ヤ 上 で 前 記 体 腔 内 へ 通 す 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ５ １ 乃 至 ６ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ８ ３ 】
　 前 記 シ ャ フ ト は 、 該 シ ャ フ ト に 沿 っ て 夫 々 の 異 な る 長 手 方 向 位 置 に 配 設 さ れ た 夫 々 の 第
１ 及 び 第 ２ ポ ー ト を 有 す る 第 １ 及 び 第 ２ 内 孔 を 含 み 、
　 前 記 シ ャ フ ト を 挿 入 す る 前 記 段 階 は 、 体 腔 内 へ の 前 記 シ ャ フ ト の 挿 入 深 度 を 調 節 す べ く
前 記 第 １ 及 び 第 ２ 内 孔 を 通 る 体 腔 か ら の 体 液 の 流 れ を 観 察 す る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ５ １ 乃
至 ６ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ４ 】
　 血 管 内 で カ ニ ュ ー レ を 操 作 す る 方 法 で あ っ て 、
　 身 体 表 面 か ら 、 血 管 壁 に お け る 穿 刺 部 を 通 し て 血 管 内 へ カ ニ ュ ー レ を 入 れ る 段 階 と 、
　 当 該 細 長 い 本 体 に 沿 っ て 夫 々 の 異 な る 長 手 方 向 位 置 に 配 設 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ 遠 位 ポ ー
ト を 夫 々 有 す る 第 １ 及 び 第 ２ 内 孔 を 含 む 細 長 い 本 体 を 前 記 カ ニ ュ ー レ に 挿 通 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 内 孔 を 通 る 血 管 か ら の 体 液 の 流 れ を 観 察 し 乍 ら 前 記 血 管 内 の 前 記 カ ニ
ュ ー レ の 挿 入 深 度 を 調 節 す る 段 階 と 、 を 含 む 血 管 内 で カ ニ ュ ー レ を 操 作 す る 方 法 。
【 請 求 項 ８ ５ 】
　 前 記 深 度 を 調 節 す る 前 記 段 階 は 、
　 血 液 が 前 記 第 １ 遠 位 ポ ー ト を 経 由 し て 前 記 第 １ 内 孔 を 通 り 流 れ る 一 方 で 前 記 第 ２ 遠 位 ポ
ー ト が 前 記 血 管 壁 に よ り 閉 塞 さ れ る 様 に 前 記 細 長 い 本 体 を 位 置 決 め す る 段 階 と 、
　 前 記 細 長 い 本 体 に 対 し て 前 記 カ ニ ュ ー レ を 整 列 さ せ る 段 階 と 、 を 含 む 請 求 項 ８ ４ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ６ 】
　 前 記 カ ニ ュ ー レ を 整 列 さ せ る 前 記 段 階 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 遠 位 ポ ー ト の 両 方 が 前 記 カ
ニ ュ ー レ に よ り 閉 塞 さ れ る 様 に 前 記 カ ニ ュ ー レ を 位 置 決 め す る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ８ ５ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ７ 】
　 身 体 組 織 を 縫 合 す る 方 法 で あ っ て 、
　 縫 合 糸 材 の 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 に 、 身 体 組 織 の 遠 位 側 か ら 近 位 側 へ 該 身 体 組 織 を 貫 通 通 過
さ せ る 段 階 と 、
　 前 記 組 織 に 対 し て 前 記 縫 合 糸 材 を 締 め 付 け る よ う に 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 を 引 張 る 段 階
と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 間 で 結 び 目 を 結 ぶ 段 階 と 、
　 前 記 結 び 目 を 結 ん だ 後 、 前 記 結 び 目 が 当 該 開 口 間 に 保 持 さ れ る よ う に 結 び 目 押 込 み デ バ
イ ス の 捕 捉 機 構 に お け る 夫 々 の 開 口 を 通 し て 前 記 縫 合 糸 材 の 端 部 を 挿 入 す る 段 階 と 、
　 前 記 身 体 組 織 に 対 し て 前 記 結 び 目 を 締 め 付 け る よ う に 該 身 体 組 織 に 向 け て 前 記 結 び 目 押
込 み デ バ イ ス を 押 圧 す る 段 階 と 、
　 前 記 結 び 目 が 前 記 捕 捉 機 構 に よ り 保 持 さ れ る 間 に 前 記 縫 合 糸 材 の 端 部 を 切 り 離 す べ く 、
前 記 結 び 目 を 締 め 付 け た 後 で 前 記 結 び 目 押 込 み デ バ イ ス 内 の ブ レ ー ド を 解 放 す る 段 階 と 、
を 含 む 身 体 組 織 を 縫 合 す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 関 連 出 願 へ の 相 互 参 照
　 本 出 願 は 、 引 用 し た こ と に よ り 本 明 細 書 中 に 援 用 さ れ る 2004年 5月 21日 に 出 願 さ れ た 米
国 仮 特 許 出 願 第 60/573,631号 の 利 益 を 主 張 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 概 ね 医 療 デ バ イ ス に 関 し 、 詳 細 に は 、 最 小 侵 襲 的 な 縫 合 デ バ イ ス 及 び 技 術 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 最 小 侵 襲 的 な 手 術 処 置 は 多 く の 場 合 、 組 織 穿 刺 部 位 を 介 し て 体 腔 内 へ 器 具 を 挿 入 す る 段
階 を 含 む 。 斯 か る 処 置 の 例 と し て は 、 穿 刺 部 位 を 介 し た 血 管 内 へ の 血 管 カ テ ー テ ル の 挿 入
、 及 び 、 腹 壁 に お け る 穿 刺 部 位 を 介 し た 腹 腔 鏡 器 具 の 挿 入 が 挙 げ ら れ る 。 （ 本 特 許 出 願 及
び 各 請 求 項 に 関 し て “ 腔 （ cavity） ” と は 、 血 管 な ど の 内 腔 を 含 む 身 体 の 内 側 の 一 切 の 且
つ 全 て の 種 類 の 体 積 を 指 す べ く 広 範 囲 に 用 い ら れ る 。 ） 治 癒 を 促 進 し 且 つ 合 併 症 を 低 減 す
る た め に は 、 処 置 の 終 了 時 に 穿 刺 部 位 を 縫 合 し て 閉 じ る こ と が 望 ま し い 。 穿 刺 部 の 外 側 に
お け る 皮 膚 は 容 易 に 縫 合 さ れ 得 る が 、 穿 刺 部 を 介 し て （ 血 管 の 内 膜 ま た は 腹 筋 膜 な ど の ）
内 部 組 織 に ア ク セ ス し て 縫 合 す る こ と は 困 難 で あ る 。 故 に 、 た と え ば 血 管 カ テ ー テ ル 導 入
処 置 の 終 了 時 に お い て 多 く の 心 臓 病 専 門 医 及 び 侵 襲 的 放 射 線 専 門 医 は 、 恒 常 性 を 達 成 す る
た め に 穿 刺 部 位 を 単 に 機 械 的 に 押 圧 す る 。 こ の 機 械 的 技 術 に よ る と 患 者 は 長 時 間 （ 典 型 的
に は ２ ～ ８ 時 間 ） に 亙 り 固 定 し て 維 持 さ れ る 必 要 が あ り 、 引 き 続 く 出 血 の リ ス ク が 高 ま る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 血 管 穿 刺 部 位 の 経 皮 的 縫 合 に 対 し て は 、 多 く の 特 殊 器 具 が 開 発 さ れ て き た 。 た と え ば 、
引 用 し た こ と に よ り そ の 開 示 内 容 が 本 明 細 書 中 に 援 用 さ れ る 米 国 特 許 第 5,417,600号 は 、
遠 位 端 の 近 傍 に 一 対 の ニ ー ド ル を 備 え た シ ャ フ ト か ら 成 る 縫 合 糸 適 用 デ バ イ ス を 記 述 し て
い る 。 前 記 各 ニ ー ド ル は 、 所 定 長 さ の 縫 合 糸 に よ り 結 合 さ れ る 。 シ ャ フ ト は 、 ニ ー ド ル を
身 体 構 造 の 内 腔 内 へ 導 入 し て か ら 、 穿 刺 部 位 の 各 側 の 組 織 を 通 し て ニ ー ド ル を 戻 し 押 圧 す
る た め に 用 い ら れ る 。 ニ ー ド ル が 組 織 を 貫 通 通 過 し た 後 、 該 ニ ー ド ル は 外 方 に 引 き 抜 か れ
、 穿 刺 部 位 を 閉 鎖 す る 縫 合 糸 の ル ー プ を 残 置 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 別 の 例 と し て 、 引 用 し た こ と に よ り そ の 開 示 内 容 が 本 明 細 書 中 に 援 用 さ れ る 米 国 特 許 第
5,868,762号 は 、 血 管 穿 刺 部 位 を 縫 合 す る デ バ イ ス を 記 述 し て い る 。 該 デ バ イ ス は 、 一 対
の 弾 性 突 起 部 で 終 端 す る 遠 位 端 を 有 す る シ ャ フ ト を 含 む 。 前 記 突 起 部 の 各 々 は 、 縫 合 糸 の
一 端 に 取 付 け ら れ た 縫 合 糸 繋 止 部 を 有 す る 。 シ ャ フ ト は 穿 刺 部 位 内 へ 導 入 さ れ 、 す る と 突
起 部 は 開 い た 位 置 へ と 拡 開 さ れ る こ と か ら 、 シ ャ フ ト の 操 作 に よ り 血 管 壁 の 貫 通 に 対 し て
縫 合 糸 繋 止 部 は 位 置 決 め さ れ る 。 次 に 突 起 部 は 縮 動 さ れ て 縫 合 糸 繋 止 部 を 残 置 し 、 縫 合 糸
は 血 管 壁 組 織 に 固 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 引 用 し た こ と に よ り そ の 開 示 内 容 が 本 明 細 書 中 に 援 用 さ れ る 米 国 特 許 第 6,245,079号 は
、 切 開 部 を 介 し て 経 皮 的 に 血 管 内 へ 挿 入 さ れ る 遠 位 端 部 分 を 有 す る 縫 合 デ バ イ ス を 記 述 し
て い る 。 遠 位 端 部 分 は 、 血 管 内 で 縫 合 糸 を 延 伸 さ せ て 保 持 す る ２ 本 の 縮 動 可 能 ア ー ム を 有
す る 。 前 記 デ バ イ ス か ら は 縮 動 可 能 な ニ ー ド ル が 展 開 さ れ て 血 管 壁 を 穿 刺 し 、 縮 動 可 能 ア
ー ム か ら 縫 合 糸 端 部 を 解 放 し て か ら 、 血 管 壁 を 通 し て 縫 合 糸 を 引 張 り 出 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 内 部 穿 刺 部 位 を 縫 合 す る 他 の 代 表 的 な デ バ イ ス 及 び 方 法 は 、 そ れ ら の 開 示 内 容 は 引 用 し
た こ と に よ り 本 出 願 中 に 援 用 さ れ る 米 国 特 許 第 6,517,553号 、 第 6,451,031号 及 び 第 5,411,
481号 に 記 述 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 明 細 書 に お い て 以 下 に 開 示 さ れ る 本 発 明 の 実 施 例 は 、 患 者 の 身 体 に お け る 穿 刺 部 位 を
高 い 安 全 性 及 び 利 便 性 を 以 て 縫 合 す る デ バ イ ス 及 び 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ ら の 実 施 例 に お い て 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス は 、 当 該 シ ャ フ ト の 遠 位 端 が 下 側 に 位 置 す
る 体 腔 内 へ 突 出 す る 様 に 穿 刺 部 を 貫 通 し て 操 作 者 に よ り 挿 入 さ れ る と い う シ ャ フ ト を 備 え
る 。 該 シ ャ フ ト は そ の 遠 位 端 に 、 夫 々 の ニ ー ド ル 案 内 部 材 に よ り 保 持 さ れ る 一 対 の 可 撓 性
ニ ー ド ル を 担 持 す る 。 各 ニ ー ド ル は 、 縫 合 糸 の 一 端 を 保 持 す る 。 典 型 的 に 、 穿 刺 部 を 通 し
て シ ャ フ ト を 挿 入 す る 間 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 直 線 状 に 且 つ シ ャ フ ト の 縦 軸 線 に 平 行 に 保
持 さ れ る こ と か ら 、 前 記 デ バ イ ス は 狭 幅 輪 郭 を 維 持 す る 。 幾 つ か の 実 施 例 に お い て ニ ー ド
ル 案 内 部 材 は 、 超 弾 性 材 料 な ど の 弾 性 材 料 か ら 成 る 。 弾 性 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 湾 曲 形 態 で
作 製 さ れ る が 、 穿 刺 部 を 貫 通 し て の シ ャ フ ト の 挿 入 の 間 は 該 シ ャ フ ト 内 に お い て ほ ぼ 直 線
状 で 平 行 に 留 ま る よ う に 強 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 シ ャ フ ト の 遠 位 端 が 体 腔 の 内 側 に あ る と き 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は シ ャ フ ト か ら 外 方 に 展
開 さ れ る 。 こ の 形 態 に お い て ニ ー ド ル 案 内 部 材 は ニ ー ド ル を 、 近 位 方 向 に 、 す な わ ち 、 縫
合 さ れ る べ き 体 腔 壁 部 に 向 け て 後 方 に 向 け る 。 幾 つ か の 実 施 例 に お い て 、 超 弾 性 ニ ー ド ル
案 内 部 材 は シ ャ フ ト の 遠 位 端 か ら 遠 位 方 向 に 展 開 さ れ 、 且 つ 、 ニ ー ド ル を 所 望 の 近 位 方 向
に 向 け る べ く シ ャ フ ト か ら の 解 放 時 に “ Ｕ ” 形 状 を 呈 す る 様 に 構 成 さ れ る 。 そ の 場 合 に ニ
ー ド ル 案 内 部 材 の 端 部 は 、 体 腔 壁 部 と 接 触 せ し め ら れ る 。 典 型 的 に ニ ー ド ル は ニ ー ド ル 案
内 部 材 内 に 収 容 さ れ る こ と か ら 、 処 置 の 所 定 段 階 の 間 に お い て ニ ー ド ル の 尖 端 は 体 腔 内 の
体 腔 壁 部 ま た は 他 の 組 織 に 接 触 し な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 適 切 に 位 置 決 め さ れ た と き 、 操 作 者 は シ ャ フ ト 内 の イ ジ ェ ク タ を 起
動 し て ニ ー ド ル 案 内 部 材 か ら ニ ー ド ル を 近 位 方 向 へ と 発 射 す る 。 典 型 的 に ニ ー ド ル は 、 該
ニ ー ド ル が ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 出 射 し た と き に 直 線 状 と な る 弾 性 材 料 か ら 成 る 。 ニ ー ド ル
は 体 腔 壁 部 を 貫 通 し 、 そ の 結 果 縫 合 糸 を 引 い て 縫 合 糸 に 穿 刺 部 の 両 側 に お け る 夫 々 の 箇 所
で 前 記 壁 部 を 貫 通 さ せ る 。 幾 つ か の 実 施 例 に お い て ニ ー ド ル は 、 体 腔 壁 部 を 貫 通 し た 後 で
シ ャ フ ト の 側 部 に 係 合 す る よ う に 狙 い を 定 め ら れ る と 共 に 、 そ の 後 に シ ャ フ ト に 沿 っ て 補
足 さ れ る か 又 は シ ャ フ ト 内 に 捕 捉 さ れ る 。 （ 今 や 未 積 載 で あ る ） ニ ー ド ル 案 内 部 材 は シ ャ
フ ト 内 へ 引 戻 さ れ る と 共 に 、 デ バ イ ス は 身 体 か ら 引 抜 か れ 、 該 デ バ イ ス と 共 に 縫 合 糸 端 部
を 引 張 る 。 次 に 縫 合 糸 は 結 ば れ る こ と で 、 内 部 穿 刺 部 が 閉 じ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 明 細 書 に 記 述 さ れ た 様 式 で ニ ー ド ル 及 び ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 使 用 す る と 、 本 技 術 分 野
で 公 知 の 縫 合 デ バ イ ス と の 比 較 に お い て 相 当 に 好 適 で あ る と い う 本 発 明 の 実 施 例 が 与 え ら
れ る 。 た と え ば 、 ニ ー ド ル を 近 位 方 向 に 発 射 す る と 、 身 体 の 内 側 で 更 に 深 く 位 置 す る 他 の
表 面 も し く は 器 官 を 偶 発 的 に 穿 刺 す る リ ス ク が 排 除 さ れ る 。 更 に 、 縫 合 さ れ る べ き 体 腔 壁
部 に 対 し て ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 実 際 に 接 触 す る ま で ニ ー ド ル は ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 内 側 に
留 ま る こ と か ら 、 ニ ー ド ル が 他 の 組 織 を 偶 発 的 に 捕 捉 し て 該 組 織 を 体 腔 壁 部 に 縫 合 す る リ
ス ク も 減 少 さ れ る 。 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 ニ ー ド ル が 体 腔 壁 部 を 貫 通 す る 箇 所 の 厳 密 な 制
御 を 提 供 す る に 十 分 な ほ ど の 剛 性 を 備 え て 作 ら れ る 一 方 、 ニ ー ド ル 自 体 は 、 そ れ ら が 組 織
を 貫 通 す る と き に 外 傷 及 び 出 血 を 減 少 す る た め に 非 常 に 小 径 で 可 撓 性 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 明 細 書 に お い て 記 述 さ れ る 実 施 例 は 特 に 血 管 も し く は 腹 腔 な ど の 体 腔 に お け る 穿 刺 部
の 閉 鎖 に 関 す る が 、 本 発 明 の 原 理 は 、 身 体 組 織 に お け る 他 の 種 類 の 孔 を 閉 鎖 す る 際 に 、 な
ら び に 、 最 小 侵 襲 的 手 術 に お け る 他 の 機 能 を 実 施 す る 際 に も 適 用 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 故 に 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ れ ば 、
　 縦 軸 線 と 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る よ う に さ れ た 遠 位 端 と を 有 す る シ ャ フ ト と 、
　 縫 合 糸 材 の 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 を 夫 々 保 持 す べ く 構 成 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル と 、
　 シ ャ フ ト に 取 付 け ら れ る と 共 に 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル を 夫 々 保 持 す る 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー
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ド ル 案 内 部 材 で あ っ て 、 体 腔 内 へ の シ ャ フ ト の 挿 入 の た め に 縦 軸 線 に 平 行 に ニ ー ド ル 案 内
部 材 が 保 持 さ れ る 第 １ 動 作 形 態 と 、 ニ ー ド ル を 近 位 方 向 に 向 け る よ う に ニ ー ド ル 案 内 部 材
が 体 腔 内 に お い て シ ャ フ ト か ら 外 方 に 展 開 さ れ る 第 ２ 動 作 形 態 と を 有 す る 第 １ 及 び 第 ２ ニ
ー ド ル 案 内 部 材 と 、
　 体 腔 に 隣 接 す る 組 織 に ニ ー ド ル を 貫 通 さ せ る よ う に 第 ２ 動 作 形 態 に お い て ニ ー ド ル 案 内
部 材 か ら ニ ー ド ル を 発 射 す る べ く 作 用 す る イ ジ ェ ク タ と を 含 む 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス が 提 供
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 典 型 的 に 、 ニ ー ド ル は 夫 々 の 尖 端 を 有 し 、 且 つ 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 ニ ー ド ル が ニ ー
ド ル 案 内 部 材 に よ り 保 持 さ れ て い る 間 は 前 記 尖 端 が 前 記 組 織 に 接 触 し な い 様 に ニ ー ド ル を
収 容 す る 。 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 夫 々 の 外 端 部 を 有 し 、 且 つ 、 典 型 的 に 該 ニ ー ド ル 案 内 部
材 は 、 ニ ー ド ル の 発 射 の 前 に 当 該 デ バ イ ス の 操 作 者 が ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 外 端 部 を 前 記 組
織 に 係 合 さ せ る こ と を 可 能 に す る よ う に 第 ２ 動 作 形 態 に お い て シ ャ フ ト か ら 外 方 に 展 開 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 開 示 さ れ た 実 施 例 に お い て 、 第 ２ 動 作 形 態 に お い て ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 近 位 方 向 に 向 く
よ う に シ ャ フ ト か ら 外 方 に 湾 曲 す る 。 幾 つ か の 実 施 例 に お い て 、 第 ２ 動 作 形 態 に お い て ニ
ー ド ル 案 内 部 材 は シ ャ フ ト の 遠 位 端 か ら 展 開 さ れ 且 つ 近 位 方 向 へ 、 後 ろ へ 湾 曲 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 典 型 的 に 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 湾 曲 形 状 を 有 す る よ う に 当 該 デ バ イ ス の 組 立 て に 先 立
ち 形 成 さ れ た 超 弾 性 材 料 を 含 む 。 幾 つ か の 実 施 例 に お い て 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 ニ ー ド
ル を 収 容 す る 内 孔 を 有 す る 超 弾 性 管 材 を 含 む 。 他 の 実 施 例 に お い て 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は
超 弾 性 材 料 の プ レ ー ト か ら 成 り 、 且 つ 、 ニ ー ド ル は 該 ニ ー ド ル が 発 射 さ れ る ま で プ レ ー ト
に 接 し て 保 持 さ れ る 。 一 つ の 斯 か る 実 施 例 に お い て 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は ニ ー ド ル を プ レ
ー ト に 接 す る よ う に 保 持 す る た め の カ バ ー を 含 み 、 且 つ 、 カ バ ー は 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が
第 １ 動 作 形 態 か ら 第 ２ 動 作 形 態 へ と 展 開 さ れ た と き に プ レ ー ト に 沿 っ て 長 手 方 向 に シ フ ト
す る よ う に 該 プ レ ー ト に 対 し て 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 典 型 的 に 、 ニ ー ド ル は 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 か ら 発 射 さ れ る と 該 ニ ー ド ル が 直 線 形 状 を 呈
す る 様 に 形 成 さ れ た 弾 性 材 料 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 幾 つ か の 実 施 例 に お い て 、 前 記 デ バ イ ス は 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 第 １ 動 作 形 態 に 在 る 間
に シ ャ フ ト 内 に 収 容 さ れ る 一 個 以 上 の 安 定 器 で あ っ て 、 第 ２ 動 作 形 態 に お い て ニ ー ド ル 案
内 部 材 を 安 定 化 さ せ る よ う に 該 ニ ー ド ル 案 内 部 材 と 共 に 展 開 さ れ る べ く 該 ニ ー ド ル 案 内 部
材 に 連 結 さ れ た 一 個 以 上 の 安 定 器 を 含 む 。 一 実 施 例 に お い て 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 ニ ー
ド ル が 発 射 さ れ る 外 端 部 を 有 し 、 且 つ 、 安 定 器 は 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 外 端 部 を シ ャ フ ト
に 連 結 す る コ ー ド を 含 む 。 安 定 器 は 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 に よ り 画 成 さ れ る 平 面 と 交 差 す る
方 向 に シ ャ フ ト の 遠 位 端 か ら 外 方 に 延 在 す る 翼 部 を 含 み 得 る と 共 に 、 コ ー ド は ニ ー ド ル 案
内 部 材 を 前 記 翼 部 に 連 結 す る 。 付 加 的 に ま た は 代 替 的 に 、 安 定 器 は 連 結 器 を 含 み 、 該 連 結
器 は コ ー ド を ニ ー ド ル 案 内 部 材 に 固 定 す る よ う に 該 ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 外 端 部 に 取 付 け ら
れ て い る 。 別 実 施 例 に お い て 安 定 器 は 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 保 持 す る た め に シ ャ フ ト か ら
外 方 に 開 く ス ト ラ ッ ト を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 開 示 さ れ た 実 施 例 に お い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に
お い て 非 対 称 で あ る 。 典 型 的 に 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 夫 々 の 外 端 部 を 有 し 、 且 つ 、 該 ニ ー
ド ル 案 内 部 材 は 、 前 記 第 ２ 動 作 形 態 に お い て 、 シ ャ フ ト が 前 記 組 織 に 対 し て 傾 斜 し て 角 度
付 け さ れ る 間 に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 外 端 部 が 前 記 組 織 に 対 し て 同 時 に
係 合 さ せ ら れ る 様 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル に よ り 保 持 さ れ る 縫 合 糸 材 は 第 １ 糸 材 で
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あ り 、 前 記 デ バ イ ス は 、 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル 案 内 部 材 と 、 該 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル 案 内
部 材 に よ り 夫 々 保 持 さ れ る と 共 に 第 ２ 縫 合 糸 材 を 保 持 す べ く 構 成 さ れ た 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー
ド ル と を 含 み 、 前 記 イ ジ ェ ク タ は 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル を 発 射 す る こ
と で 第 １ 及 び 第 ２ 縫 合 糸 材 の 両 方 の 端 部 に 前 記 組 織 を 貫 通 通 過 さ せ る よ う に 作 動 す る 。 前
記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 及 び 第 ４ ニ ー ド ル 及 び 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 縫 合 糸 材 は 前 記 組 織 を 貫 通 す
る ２ つ の 平 行 な 縫 い 目 を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ 得 る 。 代 替 的 に 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 及 び
第 ４ ニ ー ド ル 及 び 第 １ 及 び 第 ２ 縫 合 糸 材 は 前 記 組 織 を 貫 通 す る ２ つ の 交 差 縫 い 目 を 形 成 す
る よ う に 構 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 幾 つ か の 実 施 例 に お い て 、 ニ ー ド ル は 平 坦 材 料 の プ レ ー ト か ら 形 成 さ れ る 。 典 型 的 に 、
ニ ー ド ル の 各 々 は 目 を 含 み 、 且 つ 、 縫 合 糸 材 の 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 の 各 々 は 第 １ 及 び 第 ２ ニ
ー ド ル の 夫 々 の 目 に 挿 入 さ れ て 該 目 の 中 で 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 他 の 実 施 例 に お い て 、 ニ ー ド ル の 各 々 は 管 材 を 含 む 。 典 型 的 に 、 縫 合 糸 材 の 第 １ 及 び 第
２ 端 部 の 各 々 は 、 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル の 夫 々 の 管 材 内 に 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る 。 一 実 施
例 に お い て 、 ニ ー ド ル は 縫 合 糸 材 の 直 径 以 下 で あ る 外 側 寸 法 を 有 し 、 且 つ 、 縫 合 糸 材 の 端
部 は 前 記 管 材 内 へ の 挿 入 の た め に 狭 幅 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 開 示 さ れ た 実 施 例 に お い て 、 第 ２ 動 作 形 態 に お い て ニ ー ド ル 案 内 部 材 は ニ ー ド ル を シ ャ
フ ト の 方 に 向 け る よ う に 構 成 さ れ 、 そ の 結 果 ニ ー ド ル は 前 記 組 織 を 貫 通 通 過 し た 後 で シ ャ
フ ト に 衝 当 す る 。 典 型 的 に 、 シ ャ フ ト は 、 ニ ー ド ル が 該 シ ャ フ ト に 衝 当 し た と き に 該 ニ ー
ド ル を 捕 捉 し て 保 持 す る た め の ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ を 含 む 。 一 実 施 例 に お い て 、 ニ ー ド ル
・ ト ラ ッ プ は シ ャ フ ト の 外 側 面 に キ ャ ビ テ ィ を 含 む 。 ニ ー ド ル は 、 ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ か
ら の 該 ニ ー ド ル の 離 脱 を 防 止 す べ く ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ に 係 合 す る 突 出 部 を 含 み 得 る 。 付
加 的 ま た は 代 替 的 に 、 ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ は 、 ニ ー ド ル が シ ャ フ ト に 衝 当 し た と き に 該 ニ
ー ド ル に よ り 貫 通 さ れ る 弾 性 材 料 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 幾 つ か の 実 施 例 に お い て 、 前 記 イ ジ ェ ク タ は 第 １ 及 び 第 ２ イ ジ ェ ク タ 端 部 を 含 む と 共 に
、 該 イ ジ ェ ク タ は 、 ニ ー ド ル を 発 射 す る た め に 第 １ 及 び 第 ２ イ ジ ェ ク タ 端 部 を 第 １ 及 び 第
２ ニ ー ド ル 案 内 部 材 内 へ 駆 動 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 一 実 施 例 に お い て 、 ニ ー ド ル の 各 々
は 末 尾 部 を 有 し 、 且 つ 、 前 記 イ ジ ェ ク タ 端 部 の 各 々 は 、 ニ ー ド ル を ニ ー ド ル 案 内 部 材 か ら
押 し 出 す よ う に 夫 々 の ニ ー ド ル の 末 尾 部 に 連 結 さ れ た ノ ー ズ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 開 示 さ れ た 実 施 例 に お い て 、 前 記 デ バ イ ス は 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 第 １ 動 作 形 態 か ら 第
２ 動 作 形 態 へ と 進 行 さ せ る よ う に ニ ー ド ル 案 内 部 材 に 連 結 さ れ た ニ ー ド ル 案 内 部 材 ホ ル ダ
で あ っ て 、 ニ ー ド ル の 発 射 後 に ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 第 １ 動 作 形 態 へ と 復 帰 さ せ る よ う に 構
成 さ れ た ニ ー ド ル 案 内 部 材 ホ ル ダ を 含 む 。 典 型 的 に 、 イ ジ ェ ク タ は 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が
第 ２ 動 作 形 態 に 在 る と き に の み ニ ー ド ル を 発 射 す べ く 作 動 可 能 で あ る よ う に ニ ー ド ル 案 内
部 材 に 連 結 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 付 加 的 ま た は 代 替 的 に 、 イ ジ ェ ク タ は 、 当 該 デ バ イ ス の 操 作 者 に よ る 該 イ ジ ェ ク タ の 作
動 に よ り 、 操 作 者 の 更 な る 動 作 な し で ニ ー ド ル 案 内 部 材 ホ ル ダ が 自 動 的 に ニ ー ド ル 案 内 部
材 を 第 １ 動 作 形 態 へ と 復 帰 さ せ る 様 に ニ ー ド ル 案 内 部 材 ホ ル ダ に 結 合 さ れ る 。 一 実 施 例 に
お い て 、 前 記 デ バ イ ス は 第 １ 及 び 第 ２ ス プ リ ン グ を 含 み 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 ホ ル ダ は 、 ニ
ー ド ル 案 内 部 材 が 第 １ 動 作 形 態 へ と 進 め ら れ た と き に 第 １ ス プ リ ン グ を 引 絞 る べ く 該 第 １
ス プ リ ン グ に 連 結 さ れ 、 且 つ 、 第 ２ ス プ リ ン グ は 、 該 第 ２ ス プ リ ン グ の 作 動 に よ り 第 １ ス
プ リ ン グ が 解 放 さ れ 、 そ の こ と に よ り ニ ー ド ル 案 内 部 材 ホ ル ダ が ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 第 １
動 作 形 態 に 復 帰 さ せ る よ う に 、 イ ジ ェ ク タ に 連 結 さ れ て 該 イ ジ ェ ク タ を 作 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 前 記 デ バ イ ス は シ ャ フ ト に 連 結 さ れ た ハ ン ド ル を 含 み 、 ニ ー ド ル 案
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内 部 材 ホ ル ダ は ハ ン ド ル 内 に 収 容 さ れ 、 且 つ 、 前 記 デ バ イ ス は 、 シ ャ フ ト の 交 換 を 可 能 に
す る た め に ハ ン ド ル か ら シ ャ フ ト を 外 す よ う に 作 動 可 能 な 解 放 ア ク チ ュ エ ー タ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 開 示 さ れ た 実 施 例 に お い て 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 第 １ 動 作 形 態 に お い て シ ャ フ ト の 内 側
に 収 容 さ れ 、 且 つ 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は ニ ー ド ル の 発 射 後 に 自 動 的 に シ ャ フ ト 内 に 引 込 め
ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 典 型 的 に 、 ニ ー ド ル の 発 射 は 、 縫 合 糸 材 の 端 部 が 前 記 組 織 を 貫 通 通 過 す る こ と を 引 き 起
こ し 、 そ の 結 果 ニ ー ド ル の 発 射 に 続 い て 体 腔 か ら 当 該 デ バ イ ス が 引 抜 か れ る と き に 、 縫 合
糸 材 は 前 記 組 織 を 貫 通 し て 締 め 付 け る 一 方 、 該 縫 合 糸 材 の 端 部 は 前 記 体 腔 の 外 側 か ら ア ク
セ ス 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 幾 つ か の 実 施 例 に お い て 、 前 記 デ バ イ ス は 、 身 体 表 面 か ら 穿 刺 部 を 通 り 体 腔 内 へ 達 す る
よ う に 構 成 さ れ た カ ニ ュ ー レ で あ っ て 内 孔 を 有 す る カ ニ ュ ー レ を 含 み 、 シ ャ フ ト は 前 記 体
腔 に ア ク セ ス す る た め に 前 記 内 孔 を 通 過 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 一 実 施 例 に お い て 、
カ ニ ュ ー レ は 遠 位 端 を 有 す る と 共 に 該 遠 位 端 に 柔 軟 材 料 を 含 み 、 且 つ 、 前 記 組 織 を 貫 通 し
た 後 、 ニ ー ド ル は 前 記 柔 軟 材 料 を 貫 通 し て 該 柔 軟 材 料 内 に 捕 捉 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 別 実 施 例 に お い て 、 シ ャ フ ト は 、 当 該 デ バ イ ス が 案 内 ワ イ ヤ 上 に て 前 記 体 腔 内 へ 挿 入 さ
れ る の を 可 能 に す る た め に 該 案 内 ワ イ ヤ を 受 容 す る よ う に 形 状 化 さ れ た 内 孔 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 更 に 別 の 実 施 例 に お い て 、 シ ャ フ ト は 、 体 腔 か ら 当 該 第 １ 及 び 第 ２ 内 孔 を 通 る 体 液 の 流
れ が 体 腔 の 内 側 に お け る シ ャ フ ト の 挿 入 深 度 を 表 す よ う に 、 シ ャ フ ト に 沿 っ て 夫 々 の 異 な
る 長 手 方 向 位 置 に 配 設 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ ポ ー ト を 夫 々 有 す る 第 １ 及 び 第 ２ 内 孔 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 依 れ ば 、 血 管 内 の カ ニ ュ ー レ の 深 度 を 血 管 壁 に 対 し て 調 節 す る デ バ イ
ス で あ っ て 、 該 デ バ イ ス は 、 カ ニ ュ ー レ を 通 し て 挿 入 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 細 長 い 本 体
を 含 み 、 前 記 本 体 は 、 夫 々 の 第 １ 及 び 第 ２ 遠 位 ポ ー ト 及 び 第 １ 及 び 第 ２ 近 位 ポ ー ト を 有 す
る 第 １ 及 び 第 ２ 内 孔 を 含 み 、 第 １ 及 び 第 ２ 遠 位 ポ ー ト は 前 記 本 体 に 沿 っ て 異 な る 夫 々 の 長
手 方 向 位 置 に 配 設 さ れ る デ バ イ ス も 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 典 型 的 に 、 血 管 内 に お け る 当 該 デ バ イ ス の 深 度 は 、 第 ２ 遠 位 ポ ー ト が 血 管 壁 に よ り 閉 塞
さ れ る 一 方 で 、 第 １ 遠 位 ポ ー ト を 経 由 し て 第 １ 内 孔 を 通 る 血 液 の 流 れ に 応 じ て 確 認 可 能 で
あ り 、 そ の 結 果 カ ニ ュ ー レ の 深 度 が 当 該 デ バ イ ス に 対 し て 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 依 れ ば 、
　 身 体 組 織 を 貫 通 通 過 し た 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 を 有 す る 縫 合 糸 材 を 結 紮 す る デ バ イ ス で あ っ
て 、
　 縫 合 糸 材 に お い て 結 び 目 が 結 ば れ た 後 で 該 縫 合 糸 材 の 端 部 を 受 容 す る 一 個 以 上 の 開 口 を
含 む 遠 位 端 を 有 す る デ バ イ ス 本 体 と 、
　 前 記 本 体 内 に 収 容 さ れ た 捕 捉 機 構 で あ っ て 、 結 び 目 が 身 体 組 織 に 対 し て 結 ば れ る と き に
結 び 目 を 保 持 す べ く 前 記 開 口 の 間 で 前 記 結 び 目 を 捕 捉 す る よ う に 作 動 す る 捕 捉 機 構 と 、
　 前 記 結 び 目 が 捕 捉 機 構 に 保 持 さ れ て い る 間 に 縫 合 糸 材 の 端 部 を 切 り 離 す る よ う に 作 動 す
る ブ レ ー ド と 、 を 含 む デ バ イ ス が 付 加 的 に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 開 示 さ れ た 実 施 例 に お い て 前 記 デ バ イ ス 本 体 は 管 状 で あ り 、 且 つ 、 捕 捉 機 構 は 結 び 目 を
捕 捉 す る た め に 管 材 に 取 付 け ら れ て 該 管 材 内 を 滑 動 す る 。 前 記 デ バ イ ス は 、 前 記 デ バ イ ス
本 体 内 の ス プ リ ン グ で あ っ て 、 縫 合 糸 材 の 端 部 を 切 り 離 す べ く 前 記 ブ レ ー ド に 連 結 さ れ て
該 ブ レ ー ド を 駆 動 す る ス プ リ ン グ を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 本 発 明 の 実 施 例 に 依 れ ば 、
　 縦 軸 線 及 び 遠 位 端 を 有 す る シ ャ フ ト で あ っ て 、 前 記 縦 軸 線 に 対 し て 当 該 第 １ 及 び 第 ２ ニ
ー ド ル 案 内 部 材 が 平 行 と な る 第 １ 動 作 形 態 に お い て 遠 位 端 に 取 付 け ら れ た 第 １ 及 び 第 ２ ニ
ー ド ル 案 内 部 材 を 有 す る シ ャ フ ト に し て 、 該 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 縫 合 糸 材 の
第 １ 及 び 第 ２ 端 部 が 夫 々 取 付 け ら れ た 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル を 保 持 す る シ ャ フ ト を 配 備 す
る 段 階 と 、
　 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 第 １ 動 作 形 態 に 在 る 間 に シ ャ フ ト の 遠 位 端 を 体 腔 内 に 挿 入 す る 段 階
と 、
　 ニ ー ド ル 案 内 部 材 に よ り 保 持 さ れ た ニ ー ド ル が 近 位 方 向 を 向 く 第 ２ 動 作 形 態 を ニ ー ド ル
案 内 部 材 が 呈 す る よ う に 、 前 記 体 腔 内 へ シ ャ フ ト の 遠 位 端 か ら ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 外 方 に
展 開 す る 段 階 と 、
　 ニ ー ド ル が 前 記 体 腔 に 隣 接 す る 組 織 を 貫 通 す る よ う に 第 ２ 動 作 形 態 に お い て ニ ー ド ル 案
内 部 材 か ら ニ ー ド ル を 発 射 す る 段 階 と を 含 む 、
　 患 者 の 身 体 内 の 体 腔 に 隣 接 す る 組 織 を 縫 合 す る 方 法 が 更 に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 開 示 さ れ た 実 施 例 に お い て 、 ニ ー ド ル は 夫 々 の 尖 端 を 有 し 、 且 つ 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は
、 ニ ー ド ル が ニ ー ド ル 案 内 部 材 に よ り 保 持 さ れ て い る 間 に 前 記 尖 端 が 組 織 に 接 触 し な い 様
に ニ ー ド ル を 収 容 す る 。 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 夫 々 の 外 端 部 を 有 し 、 且 つ 、 前 記 方 法 は 、 ニ
ー ド ル の 発 射 の 前 に 、 第 ２ 動 作 形 態 に お け る ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 前 記 外 端 部 を 前 記 組 織 に
係 合 さ せ る 段 階 を 含 む 。 典 型 的 に 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 前 記 外 端 部 を 前 記 組 織 に 係 合 さ せ
る 前 記 段 階 は 、 ニ ー ド ル の 発 射 の 前 に 前 記 組 織 に 当 接 さ れ た ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 圧 力 に よ
り 前 記 組 織 に 張 力 を 生 成 す る よ う に シ ャ フ ト を 近 位 方 向 に 引 張 る 段 階 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 開 示 さ れ た 実 施 例 に お い て 、 前 記 方 法 は 、 ニ ー ド ル を 発 射 し て 前 記 組 織 を 貫 通 さ せ た 後
、 縫 合 糸 材 が 前 記 組 織 を 貫 通 し て 締 め る 間 に 、 身 体 か ら シ ャ フ ト 、 ニ ー ド ル 、 ニ ー ド ル 案
内 部 材 、 及 び 、 縫 合 糸 材 の 端 部 を 引 き 抜 く よ う に ニ ー ド ル 及 び ニ ー ド ル 案 内 部 材 と 共 に シ
ャ フ ト を 近 位 方 向 に 引 張 る 段 階 を 含 む 。 典 型 的 に 、 シ ャ フ ト の 遠 位 端 を 挿 入 す る 前 記 段 階
は 、 前 記 組 織 に お け る 穿 刺 部 を 通 し て シ ャ フ ト の 遠 位 端 を 導 入 す る 段 階 を 含 み 、 且 つ 、 前
記 方 法 は 、 穿 刺 部 を 閉 じ る べ く ニ ー ド ル 及 び ニ ー ド ル 案 内 部 材 と 共 に シ ャ フ ト を 近 位 方 向
に 引 戻 し た 後 で 縫 合 糸 材 を 結 ぶ 段 階 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 遠 位 端 を 導 入 す る 前 記 段 階 は 、 シ ャ フ ト の 遠 位 端 を 腹 腔 鏡 穿 刺 ポ ー
ト を 経 由 し て 挿 入 す る 段 階 を 含 み 、 且 つ 、 縫 合 糸 材 を 結 ぶ 前 記 段 階 は 、 腹 腔 鏡 穿 刺 ポ ー ト
を 閉 じ る 段 階 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 別 実 施 例 に お い て 、 遠 位 端 を 導 入 す る 前 記 段 階 は 、 シ ャ フ ト の 遠 位 端 を 血 管 内 に 挿 入 す
る 段 階 を 含 み 、 且 つ 、 縫 合 糸 材 を 結 ぶ 前 記 段 階 は 、 血 管 壁 部 に お け る 穿 刺 部 を 閉 じ る 段 階
を 含 む 。 典 型 的 に 、 シ ャ フ ト の 遠 位 端 を 血 管 内 に 挿 入 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 血 管 壁 部 に 対
し て 傾 斜 し た 角 度 に て シ ャ フ ト の 遠 位 端 に 穿 刺 部 を 貫 通 通 過 さ せ る 段 階 を 含 み 、 且 つ 、 ニ
ー ド ル を 発 射 す る 前 記 段 階 は 、 前 記 血 管 の 丈 に 沿 っ て 長 手 方 向 に 離 間 さ れ た 夫 々 の 第 １ 及
び 第 ２ 箇 所 に て 前 記 血 管 壁 部 を 通 し て 第 １ 及 び 第 ２ ニ ー ド ル を 貫 通 通 過 さ せ る 段 階 を 含 み
、 縫 合 糸 材 は 結 ば れ た と き に 前 記 血 管 の 縦 軸 線 と 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 依 れ ば 、
　 身 体 表 面 か ら 、 血 管 壁 に お け る 穿 刺 部 を 通 し て 血 管 内 へ カ ニ ュ ー レ を 入 れ る 段 階 と 、
　 当 該 細 長 い 本 体 に 沿 っ て 夫 々 の 異 な る 長 手 方 向 位 置 に 配 設 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ 遠 位 ポ ー
ト を 夫 々 有 す る 第 １ 及 び 第 ２ 内 孔 を 含 む 細 長 い 本 体 を カ ニ ュ ー レ を 通 し て 挿 入 す る 段 階 と
、
　 第 １ 及 び 第 ２ 内 孔 を 通 る 血 管 か ら の 体 液 の 流 れ を 観 察 し 乍 ら 血 管 内 の カ ニ ュ ー レ の 挿 入
深 度 を 調 節 す る 段 階 と を 含 む 、 血 管 内 で カ ニ ュ ー レ を 操 作 す る 方 法 が 更 に 提 供 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 開 示 さ れ た 実 施 例 に お い て 、 前 記 深 度 を 調 節 す る 前 記 段 階 は 、 血 液 は 第 １ 遠 位 ポ ー ト を
経 由 し て 第 １ 内 孔 を 通 り 流 れ る 一 方 で 第 ２ 遠 位 ポ ー ト は 血 管 壁 に よ り 閉 塞 さ れ る 様 に 前 記
細 長 い 本 体 を 位 置 決 め す る 段 階 と 、 前 記 細 長 い 本 体 に 対 し て カ ニ ュ ー レ を 整 列 さ せ る 段 階
と を 含 む 。 そ の 場 合 に カ ニ ュ ー レ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 遠 位 ポ ー ト の 両 方 が 該 カ ニ ュ ー レ に よ
り 閉 塞 さ れ る 様 に 位 置 決 め さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 依 れ ば 、
　 縫 合 糸 材 の 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 を 、 身 体 組 織 の 遠 位 側 か ら 該 組 織 の 近 位 側 へ と 該 身 体 組 織
を 貫 通 通 過 さ せ る 段 階 と 、
　 前 記 組 織 に 対 し て 縫 合 糸 材 を 締 め 付 け る よ う に 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 を 引 張 る 段 階 と 、
　 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 間 で 結 び 目 を 結 ぶ 段 階 と 、
　 前 記 結 び 目 を 結 ん だ 後 、 前 記 結 び 目 が 当 該 開 口 間 に 保 持 さ れ る よ う に 結 び 目 押 込 み デ バ
イ ス の 捕 捉 機 構 に お け る 夫 々 の 開 口 を 通 し て 縫 合 糸 材 の 端 部 を 挿 入 す る 段 階 と 、
　 身 体 組 織 に 対 し て 前 記 結 び 目 を 締 め 付 け る よ う に 該 身 体 組 織 に 向 け て 結 び 目 押 込 み デ バ
イ ス を 押 圧 す る 段 階 と 、
　 結 び 目 が 捕 捉 機 構 に よ り 保 持 さ れ る 間 に 縫 合 糸 材 の 端 部 を 切 り 離 す べ く 、 結 び 目 を 締 め
付 け た 後 で 結 び 目 押 込 み デ バ イ ス 内 の ブ レ ー ド を 解 放 す る 段 階 と を 含 む 、 身 体 組 織 を 縫 合
す る 方 法 が 更 に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 に お い て 図 面 を 参 照 し て 行 わ れ る 本 発 明 の 実 施 例 の 詳 細 な 説 明 に よ り 更
に 十 分 に 理 解 さ れ よ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ は 、 身 体 組 織 内 に 縫 合 糸 122を 挿 入 す る 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス 120の 概 略 図
で あ る 。 デ バ イ ス 120は 特 に 、 腹 腔 鏡 手 術 に 続 い て 行 わ れ る 、 腹 膜 に お け る 腹 腔 鏡 ポ ー ト
穿 刺 部 位 の 閉 鎖 に 適 合 し て い る 。 但 し こ の 種 の デ バ イ ス は 、 血 管 カ テ ー テ ル 導 入 な ら び に
他 の 外 科 手 術 に 続 く 血 管 の 穿 刺 部 の 閉 鎖 に 対 し て も 適 合 し 得 る 。 こ れ ら の 代 替 的 な 用 途 及
び 実 施 例 の 幾 つ か は 、 本 明 細 書 に お い て 以 下 に 更 に 記 述 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 デ バ イ ス 120は 、 遠 位 端 が 図 １ に お け る 差 込 み 図 に 拡 大 表 示 さ れ た シ ャ フ ト 124を 備 え る
。 前 記 デ バ イ ス は 図 １ に お い て 、 そ の 初 期 の 閉 鎖 形 態 で 示 さ れ る 。 こ の 形 態 に お い て シ ャ
フ ト 124は 、 以 下 に 記 述 さ れ る 如 く 穿 刺 部 を 通 し て 挿 入 さ れ る 。 シ ャ フ ト は 、 ニ ー ド ル 案
内 部 材 130を 保 持 す る 遠 位 管 材 126を 備 え る 。 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 、 （ 以 下 に 示 さ れ る 如 く
） 展 開 さ れ た と き に 該 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 近 位 方 向 に 戻 り 湾 曲 す る 様 に 形 成 さ れ た ニ チ ノ
ー ル な ど の 典 型 的 に は 超 弾 性 材 料 で あ る 弾 性 材 料 か ら 成 る 。 但 し 図 １ に 示 さ れ た 初 期 形 態
に お い て 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 管 材 126の 拘 束 に よ り 直 線 状 に 且 つ シ ャ フ ト 124の 縦 軸 線 に
平 行 に 保 持 さ れ る 。 以 下 に 記 述 さ れ る 如 く 案 内 部 材 130が 展 開 さ れ た と き に 該 案 内 部 材 を
所 望 の 位 置 に 維 持 す る の を 助 力 す べ く 、 該 案 内 部 材 に 対 し て は 安 定 器 132が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 縫 合 糸 122の ２ つ の 端 部 は 夫 々 、 案 内 部 材 130の 内 側 に お い て （ こ の 図 に お い て は 見 え な
い ） ニ ー ド ル に 対 し て 接 続 さ れ て い る 。 縫 合 糸 を 、 任 意 選 択 的 な 外 側 管 材 128が 覆 い 且 つ
保 護 す る 。 ニ ー ド ル に 接 続 さ れ た 各 端 部 の 間 に お け る 縫 合 糸 122の 中 央 部 分 は 、 シ ャ フ ト 1
24に 沿 っ て 上 方 か ら 供 給 さ れ る 。 も し 縫 合 糸 が 十 分 に 長 寸 な ら ば 、 図 １ に 示 さ れ た 如 く 縫
合 糸 の 中 央 は シ ャ フ ト の 近 位 端 か ら 突 出 し 得 る 。 管 材 128は 、 案 内 部 材 130か ら ニ ー ド ル が
発 射 さ れ た 後 で 該 ニ ー ド ル を 捕 捉 す る 側 部 ポ ー ト 134を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 医 師 は 、 ハ ン ド ル 136を 用 い て デ バ イ ス 120を 手 動 で 操 作 す る 。 ニ ー ド ル 案 内 部 材 130を
展 開 さ せ る た め に 、 シ ャ フ ト 124の 遠 位 端 が 一 旦 適 切 に 位 置 決 め さ れ た な ら 、 医 師 は 各 ハ
ン ド グ リ ッ プ 138を 一 体 的 に 握 り 込 む 。 前 記 グ リ ッ プ を 握 り 込 む と レ バ ー 140は 下 方 （ 遠 位
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方 向 ） に 移 動 さ れ る こ と か ら 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 管 材 126か ら 押 し 出 さ れ る 。 次 に 、 手
術 の 持 続 の た め に 、 繋 止 用 フ ッ ク 142が グ リ ッ プ 138を ハ ン ド ル 136に 対 し て 所 定 位 置 に 保
持 す る 。 ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 一 旦 展 開 さ れ た な ら 、 医 師 は 解 放 ボ タ ン 146を 押 圧 し て 案 内
部 材 130か ら ニ ー ド ル を 発 射 す る 。 案 内 部 材 を 展 開 す る 機 構 及 び ニ ー ド ル を 発 射 す る 機 構
の 詳 細 は 、 以 下 に 記 述 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 デ バ イ ス 120は 、 単 一 使 用 後 の 使 い 捨 て 式 と し て 、 ま た は 、 再 使 用 可 能 式 と し て 設 計 さ
れ る 。 再 使 用 可 能 式 の 製 品 形 態 に お い て は 、 以 下 に お い て 更 に 記 述 さ れ る 如 く 、 使 用 後 に
ニ ー ド ル 解 放 機 構 を リ セ ッ ト す る た め に 引 絞 り 用 ノ ブ 144が 用 い ら れ る 。 該 引 絞 り 用 ノ ブ
は 、 単 一 使 用 形 態 に お い て は 必 要 と さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス 120の 遠 位 端 を 体 腔 154内 に 挿 入 す る
段 階 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。 こ の 例 に お い て は 、 ト ロ カ ー ル 150が 外 側 組 織 152を 通 過
し て 体 腔 の 壁 部 156を 貫 通 し て い る 。 腹 腔 鏡 手 術 の 場 合 に 壁 部 156は 、 腹 筋 膜 か ら 成 る 。 そ
の 場 合 に シ ャ フ ト 124は 、 該 シ ャ フ ト の 遠 位 端 が 体 腔 154内 へ 突 出 す る 様 に ト ロ カ ー ル 150
の 作 業 チ ャ ネ ル を 通 し て 挿 入 さ れ る 。 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の シ ャ フ ト を 血 管 な ど の 他 の 種
類 の 体 腔 内 に 挿 入 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 異 な る 種 類 の カ ニ ュ ー レ 及 び 作 業 チ ャ ネ ル に
よ り 同 様 の 技 術 が 使 用 さ れ 得 る 。 （ 本 特 許 出 願 及 び 各 請 求 項 に お い て は 、 体 腔 内 へ の 挿 入
の た め の 一 切 の 管 材 を 表 す た め に “ カ ニ ュ ー レ ” と い う 用 語 が 使 用 さ れ 、 前 記 用 語 は 、 腹
腔 鏡 ト ロ カ ー ル 及 び 血 管 用 の シ ー ス を 限 定 す る こ と な く 含 ん で い る 。 ） 代 わ り に 、 場 合 に
よ っ て は 医 師 は 、 カ ニ ュ ー レ を 使 用 せ ず に 穿 刺 部 を 介 し て 体 腔 内 へ シ ャ フ ト 124を 直 接 的
に 挿 入 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 シ ャ フ ト 124の 遠 位 端 か ら ニ ー ド ル 案 内
部 材 130を 展 開 す る 段 階 を 概 略 的 に 示 し て い る 。 図 ３ Ａ は デ バ イ ス 120の 概 略 的 断 面 図 で あ
る 一 方 、 図 ３ Ｂ は 該 デ バ イ ス の 遠 位 端 の 詳 細 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 処 置 の こ の 段 階 に お い
て 医 師 は 身 体 か ら 近 位 方 向 に ト ロ カ ー ル 150を 引 き 出 し て い る こ と か ら 、 ト ロ カ ー ル の 端
部 は 体 腔 壁 部 156の 領 域 の 上 方 に あ る 。 次 に 医 師 は 各 グ リ ッ プ 138を 一 体 的 に 握 り 込 む こ と
か ら 、 該 グ リ ッ プ は フ ッ ク 142に よ り 繋 止 さ れ る 。 グ リ ッ プ 138の 内 方 圧 力 は レ バ ー 140を
下 方 に 移 動 さ せ て 案 内 部 材 ホ ル ダ 159を 押 圧 し 、 案 内 部 材 ホ ル ダ 159が ニ ー ド ル 案 内 部 材 13
0を 管 材 126の 遠 位 端 か ら 押 し 出 す 。 こ の 様 に し て 管 材 126か ら 外 方 に 一 旦 展 開 さ れ た な ら
、 案 内 部 材 130は 弛 緩 す る こ と で 、 そ れ ら の 事 前 形 成 さ れ た 湾 曲 形 態 を 取 る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 案 内 部 材 130の こ の 形 態 に お い て ニ ー ド ル 160は 、 後 方 の 近 位 方 向 の 体 腔 壁 部 156の 方 に
向 け ら れ て い る 。 ニ ー ド ル が 正 し い 方 向 に 向 け ら れ る こ と を 確 実 に す る た め に 、 安 定 器 13
2は 案 内 部 材 130の 相 対 剛 性 の 維 持 を 助 け る 。 こ れ ら の 安 定 器 は 典 型 的 に は 、 金 属 線 、 ま た
は 、 適 切 な ポ リ マ も し く は シ ル ク か ら 作 製 さ れ た 糸 材 か ら 成 る 。 安 定 器 は ま た 案 内 部 材 13
0と 管 材 126と の 間 の 空 間 か ら 身 体 組 織 及 び 他 の 対 象 物 を 締 め 出 す た め に も 有 用 で あ る こ と
か ら 、 ニ ー ド ル 160が 発 射 さ れ た と き に 該 ニ ー ド ル は 斯 か る 組 織 ま た は 対 象 物 を 偶 発 的 に
捕 捉 す る こ と は な い 。 ニ ー ド ル 160は 典 型 的 に は 、 ニ チ ノ ー ル な ど の 小 径 の 弾 性 材 料 か ら
成 る 。 弛 緩 状 態 に お け る 湾 曲 形 態 を 有 す べ く 作 製 さ れ る 案 内 部 材 130と は 異 な り 、 ニ ー ド
ル 160は 幾 何 学 的 に 拘 束 さ れ な い と き に 直 線 状 で あ る 。 代 替 的 に ニ ー ド ル は 、 ス テ ン レ ス
鋼 な ど の 可 塑 性 材 料 か ら 形 成 さ れ て も よ い 。 案 内 部 材 130は 、 そ れ ら が 展 開 さ れ る 前 は 管
材 126内 で 直 線 状 に 保 持 さ れ る に 十 分 な ほ ど に 可 撓 性 で あ る が 、 前 記 案 内 部 材 は ニ ー ド ル
よ り さ ら に 実 質 的 に か た い も の で あ る 。 故 に 、 ニ ー ド ル は 自 由 に 屈 曲 し て 前 記 案 内 部 材 の
曲 率 を 呈 す る 。 次 の 図 に 示 さ れ る 如 く 前 記 案 内 部 材 か ら ニ ー ド ル を 発 射 す る た め に 、 シ ャ
フ ト 124内 の イ ジ ェ ク タ 端 部 片 162は 案 内 部 材 130内 の ニ ー ド ル 160の 後 端 部 に 係 合 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 体 腔 154内 へ の シ ャ フ ト 124の 挿 入 及 び 該 シ ャ フ ト か ら の 案 内 部 材 130の 展 開 の 間 、 ニ ー
ド ル 160は 前 記 案 内 部 材 内 に 完 全 に 収 容 さ れ た ま ま で あ る 。 医 師 は 、 前 記 案 内 部 材 の 外 端

10

20

30

40

50

(17) JP 2008-500125 A 2008.1.10



部 が 体 腔 壁 部 156と 接 触 し て 初 め て 、 前 記 案 内 部 材 か ら ニ ー ド ル を 解 放 す る 。 医 師 は 典 型
的 に は 、 ハ ン ド ル 136を 穏 や か に 外 方 に 引 張 り 、 前 記 案 内 部 材 の 端 部 が 前 記 壁 部 を 押 圧 す
る 抵 抗 を 感 知 す る こ と に よ り 、 前 記 案 内 部 材 の 端 部 が 前 記 壁 部 と 接 触 し た こ と を 確 認 し 得
る 。 処 置 の こ の 段 階 の 全 体 を と お し て ニ ー ド ル は 案 内 部 材 内 に 留 ま る こ と か ら 、 い ず れ か
の ニ ー ド ル が 体 腔 154内 の 他 の 組 織 に 絡 ま る （ と 共 に 偶 発 的 に 縫 合 す る ） 可 能 性 は 非 常 に
僅 か で あ る 。 更 に 、 ニ ー ド ル は 近 位 方 向 に 、 す な わ ち 体 腔 154の 内 側 か ら 外 側 へ と 壁 部 156
を 貫 通 通 過 す る よ う に 向 け ら れ る こ と か ら 、 前 記 体 腔 の 内 側 に お け る 他 の 構 造 及 び 表 面 を
損 傷 す る 恐 れ は な い 。 上 述 の 如 く 安 定 器 132は 、 ニ ー ド ル が 壁 部 156を 貫 通 通 過 す る 前 に 他
の 組 織 を 捕 捉 す る の を 阻 止 す る 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 案 内 部 材 130か ら ニ ー ド ル 160を 発 射 す る 段 階 を 示 す 概
略 的 断 面 図 で あ る 。 ボ タ ン 146（ 図 １ ） を 作 動 さ せ る と 発 射 用 ス プ リ ン グ 158が 解 放 さ れ 、
す る と 該 ス プ リ ン グ は イ ジ ェ ク タ 164に 迅 速 な 下 方 圧 力 を 及 ぼ す 。 結 果 的 な イ ジ ェ ク タ の
下 方 へ の 運 動 は 端 部 片 162を 案 内 部 材 130内 へ 押 し 込 み 、 そ の 結 果 ニ ー ド ル 160を 案 内 部 材 1
30か ら 前 方 へ 押 し 出 し て 壁 部 156の 組 織 を 通 過 さ せ る 。 ニ ー ド ル は 、 該 ニ ー ド ル 自 身 と 共
に 縫 合 糸 122の 端 部 を 引 張 っ て 組 織 を 貫 通 さ せ る 。 典 型 的 に は 、 図 に 示 さ れ る 如 く 、 案 内
部 材 130の 端 部 部 分 は 直 線 状 で あ る こ と か ら 、 ニ ー ド ル 160は 該 案 内 部 材 を 出 射 す る と 直 ち
に 直 線 状 に さ れ る 。 前 記 案 内 部 材 の 端 部 区 画 は 側 部 ポ ー ト 134の 方 に 向 け ら れ る こ と か ら
、 壁 部 156を 貫 通 通 過 し た 後 、 ニ ー ド ル は 前 記 側 部 ポ ー ト に 進 入 し て 管 材 126内 の ニ ー ド ル
・ ト ラ ッ プ 166内 に 捕 捉 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 各 グ リ ッ プ 138が 一 体 的 に 握 り 込 ま れ た と き 、 レ バ ー 140は 案 内 部 材 ホ ル ダ 159を 下 方 に
押 し や る だ け で な く 、 縮 動 ス プ リ ン グ 165も 圧 縮 す る 。 し か し ボ タ ン 146に よ り 発 射 用 ス プ
リ ン グ 158が 解 放 さ れ た と き 、 案 内 部 材 ホ ル ダ 159に 対 す る 張 力 保 持 レ バ ー 140も 弛 緩 さ れ
る こ と か ら 、 前 記 案 内 部 材 ホ ル ダ は 自 由 に 上 方 に 戻 る 。 故 に 、 イ ジ ェ ク タ 164が 案 内 部 材 1
30か ら ニ ー ド ル 160を 発 射 し た 後 、 ス プ リ ン グ 165は 解 放 さ れ て 案 内 部 材 ホ ル ダ 159を 上 方
に 強 制 的 に 戻 す 。 こ の 反 作 用 は 典 型 的 に は ボ タ ン 146の 作 動 か ら 0.1秒 以 内 に 自 動 的 に 行 わ
れ 、 及 び 従 っ て 案 内 部 材 130は シ ャ フ ト 124内 へ 引 戻 さ れ る 。 ハ ン ド ル 136に お け る 各 機 構
の 更 な る 詳 細 は 、 図 ３ ３ を 参 照 し て 本 明 細 書 に お い て 以 下 に 記 述 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ５ は 、 体 腔 壁 部 156を 通 し て 縫 合 糸 122が 挿 入 さ れ た 後 に 、 管 材 126内 へ ニ ー ド ル 案 内
部 材 130を 縮 動 す る 段 階 を 示 す 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 概 略 的 断 面 図 で あ る 。 縮 動 ス プ リ
ン グ 165は 延 伸 さ れ て い る こ と か ら 、 ホ ル ダ 159は 案 内 部 材 130を 管 材 126内 へ 、 該 案 内 部 材
の 元 の 直 線 状 形 態 に 引 戻 す 。 イ ジ ェ ク タ 端 部 片 162は 案 内 部 材 130内 に 留 ま る 一 方 、 ニ ー ド
ル 160は ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ 166内 で 上 方 に 引 張 ら れ る 。 ニ ー ド ル は 、 該 ニ ー ド ル と 共 に 縫
合 糸 122の 端 部 を 上 方 に 引 張 る 。 医 師 は 、 デ バ イ ス 120を （ 典 型 的 に は ト ロ カ ー ル 150と 共
に ） 組 織 152か ら 引 き 抜 く 。 結 果 と し て 縫 合 糸 122の 中 央 部 分 は 、 体 腔 壁 部 156に お け る 穿
刺 部 を 通 し て シ ャ フ ト 124に 沿 っ て 下 方 に 送 給 さ れ て か ら 、 ニ ー ド ル の 背 後 の 体 腔 壁 部 を
通 し て 上 方 に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 デ バ イ ス 120を 用 い る 縫 合 糸 挿 入 処 置 の 完 了 段 階 を 示
す 概 略 図 で あ る 。 縫 合 糸 122全 体 は 、 ニ ー ド ル 160に よ り 作 成 さ れ た 体 腔 壁 部 156に お け る
孔 を 介 し て 供 給 さ れ て か ら 、 穿 刺 部 の 上 端 部 に お け る 身 体 表 面 の 開 口 168を 通 っ て 上 方 に
戻 さ れ る 。 今 や 縫 合 糸 は シ ャ フ ト 124か ら 切 り 取 ら れ て か ら 、 壁 部 156に お け る 穿 刺 部 を 閉
鎖 す る た め に 結 ば れ る 。 縫 合 糸 は 、 手 動 で 、 ま た は 代 替 的 に 、 図 ５ ６ 乃 至 図 ５ ９ 及 び 図 ６
０ Ａ 及 び 図 ６ ０ Ｂ に 示 さ れ た デ バ イ ス な ど の 結 び 目 押 込 み デ バ イ ス を 用 い て 結 ば れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 上 述 の 縫 合 処 置 の 詳 細 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 図 ７ 乃
至 図 １ ４ を 参 照 す る 。 図 ７ 乃 至 図 １ １ は 、 処 置 の 連 続 的 段 階 に お け る ニ ー ド ル 案 内 部 材 13
0及 び ニ ー ド ル 160を 含 め 、 シ ャ フ ト 124の 遠 位 端 を 示 し て い る 。 こ の 実 施 例 に お い て 外 側
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管 材 128は 省 略 さ れ て い る 。 図 １ ２ 乃 至 図 １ ４ は 、 縫 合 糸 に よ る 閉 鎖 の 最 終 段 階 を 示 し て
い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ７ に 示 さ れ た 如 く 、 ト ロ カ ー ル 150を 通 し た 体 腔 154内 へ の シ ャ フ ト 124の 挿 入 の 間 、
ニ ー ド ル 案 内 部 材 130は 管 材 126の 縦 軸 線 に 平 行 に 直 線 状 に 保 持 さ れ る 。 本 発 明 の 開 示 実 施
例 及 び 各 請 求 項 に 関 し 、 “ 直 線 状 ” 及 び “ 平 行 ” と い う 語 句 は 、 案 内 部 材 が 幾 何 学 的 な 意
味 に お い て 厳 密 に 直 線 状 で あ り 又 は 前 記 縦 軸 線 に 対 し て 厳 密 に 平 行 で あ る こ と を 必 ず し も
意 味 せ ず 、 こ の 形 態 の 案 内 部 材 の 全 体 的 方 向 が シ ャ フ ト 124の 縦 軸 線 に 沿 っ て 延 在 す る こ
と を 表 し て い る 。 案 内 部 材 ホ ル ダ 159の 下 方 移 動 （ ま た は 等 価 的 に 管 材 126の 上 方 移 動 ） は
、 案 内 部 材 130を 管 材 126の 端 部 か ら 遠 位 方 向 に 押 し 出 し 、 そ の 結 果 前 記 案 内 部 材 は 図 ８ に
示 さ れ た 如 く そ れ ら の 湾 曲 形 態 で 展 開 さ れ る 。 こ の 形 態 に お い て 側 部 ポ ー ト 134は 、 ニ ー
ド ル の 発 射 に 備 え て ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ 166内 へ 通 じ て い る 。 図 ８ に お い て デ バ イ ス 120の
遠 位 端 は 体 腔 壁 部 156か ら 比 較 的 に 離 間 し て い る が 、 前 記 デ バ イ ス の 遠 位 端 が 体 腔 壁 部 の
内 側 面 と 略 々 面 一 で あ る と き で さ え も 案 内 部 材 130は こ の 様 に し て 展 開 さ れ る こ と が 観 察
さ れ る で あ ろ う 。 故 に デ バ イ ス 120は 、 （ ア テ ロ ー ム 硬 化 性 プ ラ ー ク に よ り 部 分 的 に 閉 塞
さ れ た 血 管 を 含 む ） 血 管 の よ う な 非 常 に 狭 幅 な 体 腔 に お け る 使 用 に も 適 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 案 内 部 材 130が 展 開 さ れ た 後 で あ る が ニ ー ド ル 160を 発 射 す る 前 に お い て 医 師 は 、 図 ９ に
示 さ れ た 如 く 案 内 部 材 130の 端 部 が 体 腔 壁 部 156に 係 合 す る 様 に 近 位 方 向 に デ バ イ ス 120を
引 張 る 。 こ の 様 に し て 前 記 デ バ イ ス を 穏 や か に 引 張 る と 、 組 織 が 変 形 さ れ て 張 力 が 生 成 さ
れ る 。 こ の 張 力 は 、 ニ ー ド ル が 次 い で 発 射 さ れ た と き に 体 腔 壁 部 に 対 す る 該 ニ ー ド ル の 貫
通 能 力 を 高 め る と 共 に 、 ２ 本 の ニ ー ド ル の 先 端 間 に 十 分 な 長 さ の 組 織 が 捕 捉 さ れ る こ と を
保 障 す る の に も 役 立 つ 。 医 師 は （ 図 ４ に 示 さ れ た ） 発 射 機 構 を ト リ ガ す る こ と に よ り イ ジ
ェ ク タ 164を 迅 速 に 下 方 に 移 動 さ せ て 、 図 １ ０ に 示 さ れ た 如 く イ ジ ェ ク タ 端 部 162を 案 内 部
材 130内 へ 押 し 込 む 。 結 果 と し て ニ ー ド ル 160は 、 案 内 部 材 130か ら 急 速 に 発 射 さ れ る 。 ニ
ー ド ル は 壁 部 156を 直 線 状 に 通 過 し て ポ ー ト 134内 へ 至 り 、 ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ 166内 に 捕
捉 さ れ る 。 図 １ １ に 示 さ れ た 如 く 引 き 続 き 案 内 部 材 ホ ル ダ 159の 上 方 へ の 引 き 続 く 移 動 は
、 案 内 部 材 130を 管 材 126の 下 端 部 内 へ 引 戻 し 、 同 時 に ニ ー ド ル 160も ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ
内 へ 引 き 上 げ ら れ る 。 以 下 に お い て 更 に 記 述 さ れ る 如 く ニ ー ド ル は 、 該 ニ ー ド ル と 案 内 部
材 ホ ル ダ 159と の 間 の 摩 擦 に よ り 、 及 び 可 能 的 に は ト ラ ッ プ 166内 に お け る フ ッ ク も し く は
他 の 突 出 部 に 引 っ 掛 か る こ と に よ り 、 前 記 ト ラ ッ プ 内 へ 引 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ ２ に 示 さ れ た 如 く 、 次 に シ ャ フ ト 124は ト ロ カ ー ル 150か ら 引 抜 か れ る と 共 に 身 体 か
ら 離 間 す る よ う に 上 方 へ 移 動 さ れ る 。 縫 合 糸 の 各 端 部 は 、 シ ャ フ ト と 共 に 引 き 上 げ ら れ 、
縫 合 糸 の 中 央 部 分 を 壁 部 156に お け る 穿 刺 部 を 通 し て 下 方 に 引 張 る 。 縫 合 糸 全 体 が 穿 刺 部
を 下 方 に 通 過 し た と き 、 医 師 は 図 １ ３ に 示 さ れ た 如 く 穿 刺 部 を 閉 鎖 す る た め に 縫 合 糸 を き
つ く 引 張 る 。 こ の 様 な 縫 合 糸 の 即 時 の 張 設 は 、 た と え ば 出 血 を 減 少 す る た め に カ テ ー テ ル
導 入 に 続 い て 血 管 に お け る 穿 刺 部 を 閉 鎖 す る 場 合 に 有 用 で あ る 。 医 師 は 同 時 に 、 穿 刺 部 を
更 に き つ く 閉 鎖 す る た め に シ ャ フ ト 124を ね じ っ て も 良 い 。 そ の 場 合 に 医 師 は 、 図 １ ４ に
示 さ れ た 如 く 結 び 目 170を 結 び 、 ト ロ カ ー ル 150を 取 り 外 し 、 且 つ 、 身 体 外 側 表 面 に お け る
穿 刺 部 も 閉 鎖 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 案 内 部 材 130の 詳 細 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 前 記 案 内
部 材 は 典 型 的 に は 、 上 述 の 如 く ニ チ ノ ー ル な ど の 超 弾 性 材 料 の 管 材 か ら 作 製 さ れ る 。 前 記
管 材 は 、 円 形 輪 郭 、 楕 円 形 輪 郭 、 ま た は 、 矩 形 も し く は 長 楕 円 形 の 輪 郭 な ど の 実 質 的 に 任
意 の 適 切 な 輪 郭 を 有 し 得 る 。 こ の 種 の 管 材 は 、 た と え ば ジ ョ ン ソ ン ・ マ ッ テ ー イ 社 （ Joon
son Matthey Inc.） （ カ リ フ ォ ル ニ ア 州 、 サ ン ノ ゼ ） か ら 入 手 可 能 で あ る 。 非 円 形 の 輪 郭
が 好 適 で あ る 、 と 言 う の も 、 斯 か る 輪 郭 は 、 （ ニ ー ド ル の 輪 郭 が 非 円 形 と 仮 定 す る と ）  
ニ ー ド ル 160が 所 望 の 方 向 を 維 持 す る よ う に 強 い る と と も に 、 前 記 案 内 部 材 の 側 方 へ の 屈
曲 に 抗 す る よ り 大 き な 安 定 性 も 提 供 し 得 る か ら で あ る 。
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【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 １ ５ に 示 さ れ た 如 く 、 そ の 場 合 に 前 記 管 材 の 中 央 部 分 176は オ ー ス テ ナ イ ト 状 態 に お
い て 湾 曲 形 状 を 呈 す る べ く 設 定 （ ま た は “ 訓 練 ” ） さ れ る 一 方 、 端 部 区 画 172、 174は 直 線
状 に 保 持 さ れ る 。 こ の 様 に ニ チ ノ ー ル を “ 訓 練 ” す る 方 法 は 、 本 技 術 分 野 に お い て 公 知 で
あ る 。 典 型 的 に 前 記 管 材 は 、 所 望 の 形 状 の マ ン ド レ ル に 配 置 さ れ て か ら 、 （ 典 型 的 に は 50
0℃ で 少 な く と も 5分 に 亙 り ） 高 温 に 加 熱 さ れ た 後 で 冷 却 さ れ る 。 案 内 部 材 130は こ の 様 に
し て 、 展 開 さ れ た と き に 該 案 内 部 材 が 取 る べ き 実 際 の 所 望 の 屈 曲 角 度 よ り 僅 か に 小 さ い 屈
曲 角 度 を 以 て 形 成 さ れ 得 る 。 こ の 技 術 は 、 前 記 案 内 部 材 が 展 開 さ れ た と き （ 図 ３ Ｂ ） 、 安
定 器 132に お け る 一 定 の 予 備 負 荷 張 力 を 生 成 す る た め に 用 い ら れ て 、 展 開 さ れ た 案 内 部 材
の 安 定 性 を 増 進 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 １ ６ は 、 本 発 明 の 別 実 施 例 に 係 る 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 130の 概 略 図 で あ る 。 こ の 実 施
例 は 図 １ ５ に 示 さ れ た 実 施 例 と 類 似 し て い る が 、 案 内 部 材 の 外 端 部 に ス ロ ッ ト 178が 付 加
さ れ て い る 。 ス ロ ッ ト 178は 、 デ バ イ ス 120の 他 の 部 分 に 又 は 体 腔 154内 の 身 体 構 造 に 縫 合
糸 が そ れ で も や は り 絡 ま る 可 能 性 を 減 少 す る た め に 、 縫 合 糸 122の 端 部 を 収 容 す べ く 使 用
さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 １ ７ Ａ 及 び 図 １ ７ Ｂ は 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 例 に 係 る 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 180の 概
略 図 で あ る 。 図 １ ７ Ａ は ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 各 部 品 を 示 す 分 解 図 で あ る 一 方 、 図 １ ７ Ｂ は
ニ ー ド ル 案 内 部 材 を そ の 組 立 て 形 態 で 示 し て い る 。 こ の 実 施 例 に お け る ニ ー ド ル 案 内 部 材
180は 、 上 述 の 様 式 で 形 状 化 す る よ う に 訓 練 さ れ た ニ チ ノ ー ル 製 の プ レ ー ト 182か ら 作 製 さ
れ る 。 ニ ー ド ル 160は 、 プ レ ー ト 182の 端 部 上 に 一 体 的 に 固 定 さ れ た 例 え ば ２ 個 の 部 分 184
か ら 形 成 さ れ 得 る カ ラ ー に よ り 前 記 プ レ ー ト に 対 し て 所 定 位 置 に 保 持 さ れ る 。 典 型 的 に は
、 部 分 184は 、 ス テ ン レ ス 鋼 ま た は チ タ ン な ど の 適 切 な 金 属 か ら 構 成 さ れ て 、 レ ー ザ 溶 接
も し く は 他 の 適 切 な 技 術 を 用 い て プ レ ー ト 182上 に 一 体 的 に 溶 接 さ れ る 。 ニ ー ド ル の 側 方
移 動 を 阻 止 す べ く 他 の 箇 所 に お い て プ レ ー ト 182上 に （ 不 図 示 の ） 一 個 以 上 の 付 加 的 ス リ
ー ブ が 固 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 更 な る 別 実 施 例 に 係 る 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 185を 概 略 的 に 示 す 図 １ ８ Ａ
、 図 １ ８ Ｂ 及 び 図 １ ８ Ｃ を 参 照 す る 。 図 １ ８ Ａ 及 び 図 １ ８ Ｂ は 夫 々 、 シ ャ フ ト 124内 に 保
持 さ れ た ニ ー ド ル 案 内 部 材 185の 直 線 状 形 態 に お け る 該 ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 上 面 図 及 び 底
面 図 で あ る 一 方 、 図 １ ８ Ｃ は 湾 曲 形 態 に お け る ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 断 面 図 で あ る 。 （ 此 処
で “ 上 面 図 ” 及 び “ 底 面 図 ” と い う 語 句 は 、 図 １ ８ Ｃ で 観 た 場 合 を 参 照 す る 。 ） ニ ー ド ル
案 内 部 材 185は 、 両 者 と も に 典 型 的 に ニ チ ノ ー ル で 作 製 さ れ る プ レ ー ト 186及 び カ バ ー 187
を 備 え る 。 プ レ ー ト 186に は 、 ニ ー ド ル 160を 収 容 す べ く ス ロ ッ ト が 切 り 込 ま れ て い る 。 こ
の 形 態 は 、 図 １ ８ Ｃ に 示 さ れ る 如 く 比 較 的 に 大 径 で 強 固 で あ り 乍 ら 小 さ な 曲 率 半 径 で 屈 曲
す る ニ ー ド ル を 使 用 す る こ と を 可 能 に す る 。 プ レ ー ト 186及 び カ バ ー 187は 、 上 述 の 様 式 で
こ の 形 状 に 訓 練 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ ８ Ｂ に 示 さ れ る 如 く カ バ ー 187は 、 プ レ ー ト 186に お け る ス ロ ッ ト 189内 に 嵌 合 す る
突 出 部 188に よ り 該 プ レ ー ト に 対 し て 固 着 さ れ る 。 前 記 突 出 部 は 、 ピ ン 191に よ り 所 定 位 置
に 固 定 さ れ る 。 前 記 図 に お い て 理 解 さ れ 得 る よ う に 、 よ り 遠 位 の ス ロ ッ ト は 対 応 す る 突 出
部 よ り も 長 寸 で あ る こ と か ら 、 案 内 部 材 185が 屈 曲 さ れ た と き に カ バ ー 187は プ レ ー ト 186
に 対 し て 長 手 方 向 に シ フ ト さ れ 得 る 。 該 相 対 移 動 は 、 そ う し な け れ ば 材 料 の 破 壊 に 繋 が る
こ と が あ る 歪 み を 緩 和 す る 上 で 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ ９ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 ニ ー ド ル 160の 概 略 的 前 面 図 で あ る 。 こ の 実 施 例
に お い て ニ ー ド ル 160は 、 典 型 的 に は ニ チ ノ ー ル な ど の 超 弾 性 金 属 な ど の 平 坦 な 金 属 薄 板
材 か ら 切 り 出 さ れ る 。 （ 代 替 的 に 、 以 下 に 示 さ れ る 如 き 他 の 実 施 例 に お い て ニ ー ド ル 160
は 、 円 形 も し く は 楕 円 形 の 輪 郭 を 有 す る 管 材 ま た は ロ ッ ド か ら 作 製 さ れ て も よ い 。 ） ニ ー
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ド ル 160は 、 本 技 術 分 野 で 公 知 の よ う に 、 レ ー ザ ま た は 適 切 な 金 型 を 用 い て 切 り 抜 か れ 得
る 。 前 述 の 如 く ニ ー ド ル は 、 弛 緩 さ れ た オ ー ス テ ナ イ ト 状 態 に お い て 直 線 状 で あ る が 、 該
ニ ー ド ル は 案 内 部 材 130よ り も 小 径 で 可 撓 性 の よ り 高 い 材 料 で 作 製 さ れ る こ と か ら 前 記 案
内 部 材 が 展 開 さ れ た と き に 該 ニ ー ド ル は 案 内 部 材 と 共 に 屈 曲 す る 。 ニ ー ド ル に は 、 縫 合 糸
122を 収 容 す る 目 190も 切 り 込 ま れ る 。 ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ 166の 内 側 に 引 っ 掛 か る こ と で
、 シ ャ フ ト 24が 身 体 か ら 引 抜 か れ る と き に ニ ー ド ル を 前 記 ト ラ ッ プ に 更 に 確 実 に 保 持 す る
た め に 、 ニ ー ド ル 160の シ ャ ン ク 上 に は 突 出 部 192が 任 意 選 択 的 に 形 成 さ れ る 。 尖 頭 と さ れ
た ニ ー ド ル 160の 先 端 も ま た 、 該 ニ ー ド ル が 体 腔 壁 部 156を 通 過 す る の を 促 進 す る た め に 、
更 に 鋭 角 的 な 先 端 へ と 研 削 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ニ ー ド ル 160を 非 常 に 小 径 か つ 可 撓 性 と す る こ と が 可 能 で あ り 且 つ 望 ま し い 。 ニ ー ド ル
の 形 状 及 び 照 準 方 向 は 、 該 ニ ー ド ル 自 体 に 依 る の で は な く 比 較 的 か た く 且 つ 安 定 な 案 内 部
材 130に よ り 決 定 さ れ る 。 小 径 の ニ ー ド ル は 、 縫 合 デ バ イ ス に お い て 使 用 さ れ る 本 技 術 分
野 で 公 知 の 更 に 大 径 で 剛 性 の ニ ー ド ル よ り も 、 組 織 の 外 傷 及 び 付 随 的 な 出 血 の 少 な い 状 態
で 容 易 に 体 腔 壁 部 156を 通 過 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 １ ９ Ｂ 及 び 図 １ ９ Ｃ は 、 夫 々 、 本 発 明 の 別 実 施 例 に 係 る 、 縫 合 ニ ー ド ル 194の 圧 縮 形
態 及 び 開 放 形 態 の 概 略 的 前 面 図 で あ る 。 ニ ー ド ル 194は 図 １ ９ Ａ に 示 さ れ た ニ ー ド ル 160と
同 様 で あ る が 、 弾 性 拡 開 区 画 196が 付 加 さ れ て い る 。 ニ ー ド ル は 、 図 １ ９ Ｂ に 示 さ れ た 形
状 で 弾 性 材 料 の シ ー ト 材 か ら 切 り 出 さ れ る 。 但 し 案 内 部 材 130の 内 側 に お い て 区 画 196は 、
図 １ ９ Ｃ に 示 さ れ た 形 状 へ と 圧 縮 さ れ る 。 ニ ー ド ル が 前 記 案 内 部 材 か ら 発 射 さ れ た と き に
区 画 196は 外 方 に 開 き 、 そ の 結 果 区 画 196上 の 突 出 部 192は 、 ニ ー ド ル を ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ
プ 166内 に 固 着 さ せ る の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ２ ０ は 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 ニ ー ド ル 200の 概 略 図 で あ る 。 ニ ー ド ル 2
00は 、 典 型 的 に は ニ ー ド ル 材 料 を 切 断 し て か ら 適 切 な 加 熱 処 理 を 適 用 す る こ と で 形 成 さ れ
る 弾 性 突 出 部 204を 有 す る 。 突 出 部 204は （ 以 下 に お い て 図 ２ ９ に 示 さ れ る よ う な ） ニ ー ド
ル ・ ト ラ ッ プ 内 の 適 切 な フ ッ ク に 捕 捉 さ れ る こ と で ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ に ニ ー ド ル 200を
固 着 す べ く 用 い ら れ る 。 ニ ー ド ル 200は ま た 、 （ 以 下 に お い て 図 ２ ６ Ａ 及 び 図 ２ ６ Ｂ に 示
さ れ る よ う な ） イ ジ ェ ク タ 端 部 片 162に 対 す る 該 ニ ー ド ル の 結 合 を 促 進 す る た め に 狭 幅 末
尾 部 202も 有 し 得 る 。 こ の 図 及 び 先 行 す る 図 に 示 さ れ た ニ ー ド ル は 各 々 が 一 定 の 特 徴 の 組
み 合 わ せ を 有 し て い る が 、 こ れ ら の 組 み 合 わ せ は 単 に 例 示 の た め に の み 選 択 さ れ て い る 。
当 業 者 で あ れ ば 、 こ れ ら の 特 徴 ま た は 同 様 の 特 徴 の 他 の 組 み 合 わ せ は 明 ら か で あ ろ う 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ２ １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 160に 対 し て 縫 合 糸 122を 固 定 す る 段 階 を 示 す
概 略 図 で あ る 。 縫 合 糸 122は 、 目 190を 通 し て 供 給 さ れ 、 次 い で 縫 合 糸 を 所 定 位 置 に 保 持 す
る 球 部 210を 形 成 す る た め に 加 熱 さ れ る 。 こ の 技 術 は 特 に ポ リ プ ロ ピ レ ン 縫 合 糸 に 対 し て
適 切 で あ る が 、 他 の 種 類 の ポ リ マ 縫 合 糸 と 共 に 使 用 さ れ て も 良 い 。 同 様 の 種 類 の 球 部 は 、
Loctite Hysol（ 登 録 商 標 ） M-31 CLエ ポ キ シ な ど の 適 切 な 生 体 適 合 性 接 着 剤 か ら 形 成 さ れ
得 る こ と か ら 、 こ の 固 定 技 術 は シ ル ク な ど の 他 の 種 類 の 縫 合 糸 と 共 に 使 用 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ２ ２ は 、 本 発 明 の 別 実 施 例 に 係 る 、 ニ ー ド ル 212に 対 し て 縫 合 糸 122を 固 定 す る 段 階 を
示 す 概 略 図 で あ る 。 こ の 場 合 に ニ ー ド ル 212は 管 状 で あ る と 共 に 、 た と え ば ニ チ ノ ー ル な
ど の 超 弾 性 材 料 の 管 材 か ら 作 製 さ れ 得 る 。 縫 合 糸 122は 、 ニ ー ド ル の 尖 頭 前 端 部 214を 通 し
て 供 給 さ れ る 。 縫 合 糸 は 次 に 、 上 述 の Hysolエ ポ キ シ な ど の 適 切 な 生 体 適 合 性 接 着 剤 を 用
い て 所 定 位 置 に 接 着 さ れ る 。 代 替 的 も し く は 付 加 的 に 縫 合 糸 の 端 部 は 、 ニ ー ド ル の 後 端 部
を 通 し て 供 給 さ れ て か ら 加 熱 処 理 さ れ て 球 部 216を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ２ ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 ニ ー ド ル 212に 固 定 さ れ た 縫 合 糸 122の 詳 細 を 示 す 概
略 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 は 、 縫 合 糸 自 体 が 、 管 状 ニ ー ド ル の 内 孔 の 内 側 に 嵌 装 さ れ る に は
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太 す ぎ る 問 題 に 対 処 し て い る 。 故 に こ の 実 施 例 に お け る 縫 合 糸 122は 、 短 寸 の 小 径 端 部 部
分 216か ら 作 製 さ れ 、 前 記 小 径 端 部 部 分 216は 連 結 器 218に よ っ て よ り 大 径 の 主 要 部 分 217に
結 合 さ れ る 。 部 分 216は 、 上 述 さ れ た 如 く ニ ー ド ル 212の 内 側 に 接 着 ま た は 他 の 方 法 で 固 定
さ れ 得 る 編 組 ス テ ン レ ス 鋼 線 な ど の 金 属 線 か ら 構 成 さ れ る 。 部 分 217は 典 型 的 に は 、 本 技
術 分 野 で 公 知 の よ う な 、 身 体 の 内 側 で 漸 進 的 に 溶 解 す る （ た と え ば Ethicon Monocryl（ 登
録 商 標 ） ま た は Vicryl（ 登 録 商 標 ） な ど の ） ポ リ マ な ど の ポ リ マ か ら 構 成 さ れ る 。 部 分 21
6及 び 217は 、 圧 着 、 接 着 、 溶 接 、 ま た は 、 本 技 術 分 野 で 公 知 の 他 の 任 意 で 適 切 な 手 段 に よ
り コ ネ ク タ 218に 対 し て 結 合 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 細 い 端 部 部 分 を 有 す る 縫 合 糸 122を 作 製 す る 他 の 方 法 は 当 業 者 に は 明 ら か で あ ろ う 。 た
と え ば 、 ポ リ マ 縫 合 糸 の 端 部 が 加 熱 さ れ て よ り 小 さ な 直 径 へ と 引 き 抜 か れ る 。 別 の 例 と し
て 、 も し 縫 合 糸 が 当 該 コ ア を 覆 う 編 組 外 面 を 有 す る コ ア を 備 え る な ら 、 外 側 編 組 は 縫 合 糸
の 直 径 を 細 く す る た め に 縫 合 糸 の 各 端 部 か ら 除 去 さ れ る 。 ニ ー ド ル 212の 直 径 に 匹 敵 す る
直 径 の 大 径 の 縫 合 糸 を 用 い る 一 つ の 利 点 は 、 そ の 場 合 に は ニ ー ド ル が 体 腔 壁 部 156を 通 っ
た 痕 跡 を 縫 合 糸 が 完 全 に 充 填 し 、 そ の 結 果 そ の 痕 跡 を シ ー ル し て そ の 痕 跡 か ら の 漏 出 を 減
少 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ２ ４ Ａ 及 び 図 ２ ４ Ｂ は 本 発 明 の 更 な る 別 実 施 例 に 係 る 、 平 坦 ニ ー ド ル 220に 対 し て 縫
合 糸 122を 固 定 す る 連 続 的 段 階 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 ニ ー ド ル 220は 弾 性 材 料 の シ ー ト 材 か
ら 切 り 出 さ れ る と 共 に 、 ス ロ ッ ト 222の 形 態 を 有 す る 目 が 尖 端 の 近 傍 に お い て ニ ー ド ル を
通 し て 切 り 込 ま れ る 。 縫 合 糸 122を 挿 入 す る た め に ス ロ ッ ト 222は 図 ２ ４ Ａ に 示 さ れ る 如 く
引 張 ら れ て 広 げ ら れ 、 縫 合 糸 の 端 部 が 広 げ ら れ た ス ロ ッ ト 内 へ 供 給 さ れ る 。 次 に 前 記 ス ロ
ッ ト は 放 さ れ 、 そ の 結 果 図 ２ ４ Ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 ス ロ ッ ト は 閉 じ て 縫 合 糸 を ク ラ ン プ
し て 所 定 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 前 記 に 示 さ れ た 実 施 例 に お い て イ ジ ェ ク タ 164及 び イ ジ ェ ク タ 端 部 片 162は 、 ス テ ン レ ス
鋼 も し く は ニ チ ノ ー ル な ど の 金 属 ま た は 適 切 な プ ラ ス チ ッ ク で あ る 単 一 片 の 材 料 か ら 形 成
さ れ る 。 典 型 的 に イ ジ ェ ク タ 164は 、 ロ ッ ド も し く は 管 材 か ら 形 成 さ れ 、 前 記 ロ ッ ド も し
く は 管 材 の 遠 位 端 は 、 典 型 的 に は レ ー ザ 切 断 ま た は 精 密 機 械 加 工 に よ っ て 端 部 片 を 形 成 す
る た め に 切 断 さ れ る 。 代 替 的 に イ ジ ェ ク タ は 、 射 出 成 形 に よ り 形 成 さ れ 得 る 。 前 述 し た よ
う に 、 端 部 片 162は 、 前 記 案 内 部 材 が そ れ ら の 湾 曲 形 態 で 展 開 さ れ る 間 に 該 端 部 片 が 自 由
に 案 内 部 材 130内 に 前 進 で き る よ う に 、 十 分 に 小 径 に か つ 可 撓 性 を 有 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ２ ５ は 、 本 発 明 の 代 替 実 施 例 に 係 る イ ジ ェ ク タ 230の 概 略 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 に お
い て イ ジ ェ ク タ は 、 イ ジ ェ ク タ 本 体 232と 、 分 離 し た 端 部 片 234と を 備 え 、 前 記 端 部 片 234
は 本 体 232に 固 定 さ れ て い る 。 前 記 端 部 片 は 前 記 本 体 に 対 し 、 圧 着 、 接 着 、 レ ー ザ 溶 接 ま
た は （ 不 図 示 の ） 結 合 ピ ン な ど の 任 意 の 適 切 な 手 段 に よ り 固 定 さ れ る 。 端 部 片 234は た と
え ば 、 一 体 的 に 固 定 さ れ た ２ 枚 の 平 行 な 細 長 片 、 ま た は 、 中 央 で 屈 曲 さ れ た 単 一 の 細 長 片
、 ワ イ ヤ も し く は 管 材 か ら 形 成 さ れ る 。 代 替 的 に 端 部 片 は 、 た と え ば レ ー ザ 切 断 に よ り 金
属 プ レ ー ト か ら 細 長 い Ｕ 字 形 に 切 り 出 さ れ て よ い 。 こ の 場 合 に ２ つ の 端 部 片 は 、 案 内 部 材
130か ら の ニ ー ド ル 160の 発 射 の 間 に お け る 機 械 的 強 度 を 更 に 高 め る た め に 、 僅 か に 外 方 に
湾 曲 す る よ う に 形 成 さ れ て よ い 。 当 業 者 で あ れ ば 、 端 部 片 234の 他 の 配 置 構 成 が 明 ら か で
あ ろ う 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 ２ ６ Ａ 及 び 図 ２ ６ Ｂ は 、 ニ ー ド ル 160に 対 し て イ ジ ェ ク タ 端 部 片 162を 結 合 す る 、 本 発
明 の 実 施 例 に 係 る 技 術 の 詳 細 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 ２ ０ に 関 し て 上 述 さ れ た 如 く ニ ー ド
ル 160は 末 尾 部 202に て 終 端 す る 。 端 部 片 162は 整 合 先 端 235を 有 す る 。 末 尾 部 202及 び 先 端 2
35上 に コ ネ ク タ 236が 装 着 さ れ て 両 者 を 一 体 的 に 保 持 す る 。 こ の 配 置 構 成 は 、 発 射 の 間 に
お け る イ ジ ェ ク タ 端 部 片 と ニ ー ド ル と の 間 の 確 実 で 能 動 的 な 係 合 を 保 証 す る 。 典 型 的 に は
、 コ ネ ク タ 236は 末 尾 部 202に 対 し て で は な く 先 端 235に 対 し て 確 実 に 固 定 さ れ 、 そ の 結 果
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ニ ー ド ル 160が 発 射 さ れ た 後 で 該 ニ ー ド ル は 前 記 接 続 か ら 自 由 に な る 一 方 で 、 コ ネ ク タ 236
は 案 内 部 材 130の 内 側 で イ ジ ェ ク タ 端 部 片 に 取 付 け ら れ た ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ２ ７ 乃 至 図 ３ ０ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ 166の 異 な る 配 置 構 成
を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。 各 図 は 図 １ １ に 示 さ れ た 状 況 に お け る ニ ー ド ル 160及 び ト ラ
ッ プ 166を 示 し て お り 、 そ の 場 合 に 案 内 部 材 ホ ル ダ 159及 び 案 内 部 材 130は 管 材 126の 内 側 で
上 方 に 引 戻 さ れ 、 且 つ 、 ニ ー ド ル は 前 記 ト ラ ッ プ 内 に 捕 捉 さ れ て い る 。 図 ２ ７ に 示 さ れ た
実 施 例 に お い て ニ ー ド ル 160は 、 該 ニ ー ド ル に 取 付 け ら れ た 縫 合 糸 122の 端 部 と 共 に 完 全 に
ト ラ ッ プ 166の 内 側 へ と 引 き 込 ま れ て い る 。 前 述 の 如 く ニ ー ド ル と 案 内 部 材 ホ ル ダ と の 間
の 摩 擦 は 、 ニ ー ド ル を ト ラ ッ プ 内 へ 上 方 に 引 き 込 む 傾 向 が あ る 。 代 替 的 に 図 ２ ８ に 示 さ れ
た 如 く 、 ト ラ ッ プ 166へ の 入 口 部 は 、 ニ ー ド ル 160が 案 内 部 材 130か ら 発 射 さ れ た と き に 該
ニ ー ド ル が 前 記 入 口 部 内 に 留 ま る 様 に 、 十 分 に 狭 幅 で 幾 何 学 的 に 屈 曲 さ れ て い て よ い 。 ニ
ー ド ル は 製 造 の 時 点 で 導 入 さ れ た 屈 曲 点 を 含 ん で い て も よ く 、 そ の 結 果 ニ ー ド ル は 所 望 の
位 置 で 屈 曲 し て 留 ま る 。 ニ ー ド ル は 、 案 内 部 材 ホ ル ダ 159が 上 方 へ 移 動 す る と き に こ の 位
置 に 突 き 刺 さ っ た ま ま か 、 ま た は 代 替 的 に 、 ニ ー ド ル は 前 記 案 内 部 材 ホ ル ダ の 移 動 に よ り
部 分 的 に ト ラ ッ プ 166内 に 引 込 ま れ る 。 こ れ ら の 実 施 例 の い ず れ に お い て も 、 （ 図 １ ８ 及
び 図 １ ９ Ａ に 示 さ れ た ） ニ ー ド ル の シ ャ ン ク 上 の 突 出 部 192は 、 ニ ー ド ル を 前 記 ト ラ ッ プ
の 内 側 に 確 実 に 保 持 す る こ と を 支 援 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 ２ ９ は 、 ニ ー ド ル 200（ 図 ２ ０ ） の 形 式 の ニ ー ド ル と 共 に 使 用 さ れ る フ ッ ク 240を 備 え
た ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ を 示 し て い る 。 ニ ー ド ル が ト ラ ッ プ 166に 進 入 し た と き に 突 出 部 204
は 、 フ ッ ク 240に 引 っ 掛 か り 、 従 っ て ニ ー ド ル が ト ラ ッ プ か ら 外 に 滑 り 戻 る こ と を 阻 止 す
る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ３ ０ に お い て 管 材 126は 、 典 型 的 に は シ リ コ ー ン な ど の 適 切 な エ ラ ス ト マ で あ る 柔 軟
材 料 で 作 製 さ れ た カ ラ ー 242に よ り 囲 繞 さ れ る 。 ト ラ ッ プ 166は 、 管 材 126の 外 側 面 に お け
る ポ ー ト 134に よ り 画 成 さ れ 、 カ ラ ー 242に よ り 覆 わ れ て い る 。 ニ ー ド ル 160は 前 記 カ ラ ー
を 貫 通 通 過 す る と 共 に 、 前 記 管 材 に 対 す る 前 記 カ ラ ー の 圧 力 に よ り 所 定 位 置 に 保 持 さ れ る
。 ニ ー ド ル の シ ャ ン ク 上 の 突 出 部 192は 、 該 ニ ー ド ル を 前 記 ト ラ ッ プ に 更 に 確 実 に 保 持 す
る こ と に 役 立 つ 。 こ の 場 合 に ニ ー ド ル は 、 案 内 部 材 ホ ル ダ 159の 上 方 移 動 に か か わ ら ず 確
実 に 捕 捉 さ れ る 。 代 替 的 に 、 図 ２ ８ に 示 さ れ た 如 き 他 の 形 式 の ト ラ ッ プ と 協 働 し て 使 用 す
る た め に 、 柔 軟 な カ ラ ー が ポ ー ト 134上 に 配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ３ １ Ａ 及 び 図 ３ １ Ｂ は 、 本 発 明 の 代 替 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 130に 対 す る 安
定 器 ス ト ラ ッ ト 250の 詳 細 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 安 定 器 132（ 図 ３ Ｂ ） は 、 径 方 向 に お け る
案 内 部 材 130の 位 置 の 良 好 な 制 御 を 提 供 す る が 、 一 定 の 横 方 向 の 移 動 を 依 然 と し て 許 容 す
る 。 他 方 、 ス ト ラ ッ ト 250は 、 全 て の 方 向 に お い て 前 記 案 内 部 材 の 移 動 に 対 す る 完 全 な 制
御 を 付 与 す る に 十 分 な ほ ど 剛 で あ る 。 ス ト ラ ッ ト は 、 一 端 が ヒ ン ジ 252に よ り 管 材 126に 接
続 さ れ 、 他 端 が ヒ ン ジ 254に よ り 案 内 部 材 130に 対 し て 接 続 さ れ て い る 。 身 体 に 対 す る 縫 合
糸 挿 入 デ バ イ ス の 挿 入 及 び 取 出 し の 間 、 ス ト ラ ッ ト 250及 び 案 内 部 材 130は 図 ３ １ Ａ に 示 さ
れ る 如 く 管 材 126の 内 側 に 閉 じ ら れ て い る 。 図 ３ １ Ｂ に 示 さ れ る 如 く 、 前 記 ス ト ラ ッ ト 及
び 案 内 部 材 は 、 ニ ー ド ル の 発 射 に 先 立 ち 外 方 に 展 開 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 図 ３ ２ Ａ 及 び 図 ３ ２ Ｂ は 、 本 発 明 の 別 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 130に 対 す る 安 定
器 ス ト ラ ッ ト 256の 詳 細 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 に お い て は 図 ３ １ Ａ 及 び 図 ３ １
Ｂ の 実 施 例 と 異 な り 、 案 内 部 材 130は 管 材 126の 遠 位 端 か ら 外 方 に 展 開 さ れ る 。 こ の 配 置 構
成 に 適 応 さ せ る た め に 、 ス ト ラ ッ ト 256は 滑 動 ヒ ン ジ 238に よ り 管 材 126に 取 付 け ら れ る 。
ス ト ラ ッ ト は 、 そ の 外 側 端 部 が 固 定 ヒ ン ジ 260に よ り 案 内 部 材 130に 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 ３ ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス 120の ハ ン ド ル 136及 び シ ャ フ ト 124に お け る
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各 機 構 の 詳 細 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。 此 処 で デ バ イ ス 120は （ 図 ２ に お け る の と 同 様
に ） そ の 初 期 状 態 で 示 さ れ 、 発 射 用 ス プ リ ン グ 158は 引 絞 ら れ 且 つ 縮 動 ス プ リ ン グ 165は 弛
緩 さ れ て い る 。 レ バ ー 140は 案 内 部 材 ホ ル ダ 159に 係 合 す る が 、 案 内 部 材 130が 管 材 126の 内
側 に 保 持 さ れ 且 つ ニ ー ド ル 160が 案 内 部 材 130内 に 収 容 さ れ る よ う に 、 該 案 内 部 材 ホ ル ダ 15
9及 び イ ジ ェ ク タ 164は 両 者 と も に 初 期 の 上 昇 位 置 に 留 ま る 。 ハ ン ド ル 136内 の 各 要 素 は 、
円 錐 状 継 手 を 備 え る 繋 止 ナ ッ ト 270に よ り 所 定 位 置 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ニ ー ド ル 160の 発 射 に 先 立 ち 、 イ ジ ェ ク タ 164の 上 端 部 に お け る イ ジ ェ ク タ ・ ヘ ッ ド 276
は ク リ ッ プ 278に よ り 所 定 位 置 に 保 持 さ れ る 。 ヘ ッ ド 276は イ ジ ェ ク タ 164に 対 し て 堅 固 に
固 定 さ れ て い る こ と か ら 、 イ ジ ェ ク タ は 、 ク リ ッ プ 278が 解 放 ボ タ ン 146（ 図 １ ） の 作 動 に
よ り 解 放 さ れ る ま で 、 案 内 部 材 130か ら ニ ー ド ル 160を 発 射 し 得 な い 。 但 し 前 記 解 放 ボ タ ン
は 、 グ リ ッ プ 138が 閉 じ ら れ る ま で ク リ ッ プ 278と 整 列 さ れ な い 。 グ リ ッ プ を 閉 じ る と レ バ
ー 140は 案 内 部 材 ホ ル ダ 159を 降 下 さ せ 、 且 つ 、 そ れ と 一 緒 に イ ジ ェ ク タ 164及 び ヘ ッ ド 276
を 降 下 さ せ る 。 こ れ は 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ に 示 さ れ た 状 況 で あ り 、 そ の 場 合 に 案 内 部 材 130
は 管 材 126か ら 展 開 さ れ て い る 。 ホ ル ダ 159を こ の 様 に 降 下 さ せ る こ と は 、 上 述 の 如 く 、 解
放 ボ タ ン 146を ク リ ッ プ 278に 整 列 さ せ る と 共 に 、 縮 動 ス プ リ ン グ 165を 圧 縮 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 ３ ４ 及 び 図 ３ ５ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 解 放 ボ タ ン 146の 操 作 の 詳 細 を 示 す デ バ
イ ス 120の 概 略 的 断 面 図 で あ る 。 図 ３ ４ に お け る 断 面 は 図 ３ ３ に お け る XXXIV-XXXIV線 に 沿
っ て 切 断 さ れ て い る （ 図 ３ ４ は 、 グ リ ッ プ 138が フ ッ ク 142に よ り 既 に 閉 じ ら れ て 繋 止 さ れ
て い る 図 ３ Ａ の 形 態 で デ バ イ ス 120を 示 し て い る こ と を 除 く ） 。 図 ３ ５ に 示 さ れ た 断 面 は
、 図 ３ ４ に お け る XXXV-XXXV線 に 沿 っ て 切 断 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 ３ ４ に 示 さ れ た 如 く ク リ ッ プ 278は 、 ピ ン 280に 対 し て ス プ リ ン グ 負 荷 さ れ て お り 、 前
記 ピ ン 280は ヘ ッ ド 276と 共 に 上 下 に 滑 動 す る 。 イ ジ ェ ク タ ・ ヘ ッ ド 276が 図 ３ ３ に 示 さ れ
た 上 側 位 置 に 在 る 限 り 、 ボ タ ン 146は ク リ ッ プ 278に 接 触 し な い の で 、 該 イ ジ ェ ク タ ・ ヘ ッ
ド は 前 記 ク リ ッ プ か ら 解 放 さ れ 得 な い 。 故 に イ ジ ェ ク タ 用 ス プ リ ン グ 158は 引 絞 ら れ た ま
ま で あ る と 共 に 、 ニ ー ド ル 160は 案 内 部 材 130内 に 留 ま る 。 故 に 、 前 記 案 内 部 材 が 完 全 に 展
開 さ れ る 前 に 該 案 内 部 材 か ら （ 遠 位 方 向 に ） ニ ー ド ル が 発 射 さ れ る と い う 恐 れ は な い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 各 グ リ ッ プ 138が 一 体 的 に 握 り 込 ま れ た と き 、 イ ジ ェ ク タ ・ ヘ ッ ド 276及 び ク リ ッ プ 278
は 図 ３ ５ に 示 さ れ た 位 置 ま で 降 下 さ れ る 。 そ の と き 医 師 が ボ タ ン 146を 押 圧 す る と 、 ク リ
ッ プ 278は ピ ン 280に 沿 っ て 内 方 に 押 圧 さ れ 、 そ の 結 果 ヘ ッ ド 276は 前 記 ク リ ッ プ か ら 解 放
さ れ る 。 結 果 と し て ス プ リ ン グ 158は 自 由 に 伸 長 し 、 ニ ー ド ル 160を 発 射 す べ く イ ジ ェ ク タ
164を 下 方 （ 図 ４ ） に 駆 動 す る 。 引 き 続 き 、 案 内 部 材 ホ ル ダ 159か ら レ バ ー 140の 端 部 の 係
合 解 除 に よ り 縮 動 ス プ リ ン グ 165（ 図 ５ ） が 自 動 的 に 解 放 さ れ る と 、 前 記 案 内 部 材 ホ ル ダ
は 案 内 部 材 130を 管 材 126内 に 縮 動 さ せ 、 従 っ て 当 該 プ ロ セ ス が 完 了 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 ３ ６ Ａ 乃 至 図 ３ ６ Ｃ は 、 本 発 明 の 代 替 実 施 例 に 係 る 着 脱 可 能 シ ャ フ ト 292を 備 え た 縫
合 糸 挿 入 デ バ イ ス 290の 概 略 図 で あ る 。 図 ３ ６ Ａ は 前 記 デ バ イ ス を そ の 作 動 形 態 で 示 し 、
シ ャ フ ト 292及 び ハ ン ド ル 294は 相 互 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 図 ３ ６ Ｂ 及 び 図 ３ ６ Ｃ は 夫 々
、 分 離 し た シ ャ フ ト 292及 び ハ ン ド ル 294を 示 し て い る 。 デ バ イ ス 290の 操 作 は 、 シ ャ フ ト
を 交 換 し て ハ ン ド ル を 再 使 用 す る た め に 該 デ バ イ ス 290内 に 付 加 さ れ た 機 構 を 除 き 、 デ バ
イ ス 20の 操 作 と 同 一 で あ る 。 典 型 的 に シ ャ フ ト は た だ 一 回 の 使 用 に の み 適 し て お り 、 そ の
後 に 廃 棄 さ れ る 、 と 言 う の も 、 案 内 部 材 130内 へ の ニ ー ド ル 160の 装 填 は 最 も 好 適 に は 製 造
工 場 に お い て 実 施 さ れ る か ら で あ る 。 故 に 、 デ バ イ ス 120は 一 体 的 な シ ャ フ ト 124と 共 に 一
回 の み 使 用 さ れ 得 る 。 他 方 、 ハ ン ド ル 294は 、 使 用 さ れ る 毎 に 適 切 な 殺 菌 を 実 施 し て シ ャ
フ ト 292を 交 換 す る こ と で 、 複 数 回 使 用 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 ３ ６ Ｂ に 示 さ れ る 如 く シ ャ フ ト 292は 、 ハ ン ド ル 294の 内 側 の 案 内 部 材 ホ ル ダ 159及 び
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イ ジ ェ ク タ 164の 各 機 構 に 連 結 す る 近 位 継 手 296を 備 え る 。 継 手 296は ハ ン ド ル 内 の 差 込 口 2
98に 嵌 合 す る と 共 に 、 繋 止 ピ ン 304及 び 306に よ り 所 定 位 置 に 保 持 さ れ る 。 シ ャ フ ト が 交 換
さ れ る べ き と き に こ れ ら の ピ ン を 解 除 す べ く 、 解 放 ア ク チ ュ エ ー タ 300が 用 い ら れ る 。 （
解 放 機 構 は 、 以 下 に お い て 図 ３ ７ Ａ 、 図 ３ ７ Ｂ 及 び 図 ３ ７ Ｃ に 相 当 に 詳 細 に 示 さ れ る 。 ）
再 使 用 に 備 え 、 医 師 も し く は 他 の 操 作 者 は 、 フ ッ ク 142を 解 放 し て グ リ ッ プ 138を 開 き 、 且
つ 、 発 射 用 ス プ リ ン グ 158を 再 び 引 絞 る た め に ノ ブ 302を 引 き 上 げ る 。 次 に 、 新 た な シ ャ フ
ト 292が 差 込 口 298内 に 嵌 合 さ れ 、 デ バ イ ス 290は 再 使 用 の 準 備 が 整 う 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 ３ ７ Ａ 乃 至 図 ３ ７ Ｃ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス 290の 概 略 的 断 面
図 で あ る 。 図 ３ ７ Ａ は 前 記 デ バ イ ス の 概 観 を 提 供 す る 一 方 、 図 ３ ７ Ｂ 及 び 図 ３ ７ Ｃ は ハ ン
ド ル 294に 対 し て シ ャ フ ト 292を 接 続 す る た め に 使 用 さ れ る 機 構 の 詳 細 を 示 し て い る 。 図 ３
７ Ｂ に お い て 、 シ ャ フ ト 292は ハ ン ド ル 294に 対 し て 接 続 さ れ て 作 動 の 準 備 が で き て い る 。
ピ ン 304は シ ャ フ ト 292の 管 材 126に 係 合 す る 一 方 、 ピ ン 306は 案 内 部 材 ホ ル ダ 159に 係 合 し
て ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 展 開 を 可 能 と す る 。 ピ ン 304及 び 306を 解 除 す る た め に 、 図 ３ ７ Ｃ に
示 さ れ る 如 く 解 放 ア ク チ ュ エ ー タ 300は 下 方 に 押 圧 さ れ る こ と か ら 、 傾 斜 区 画 308は 前 記 ピ
ン の ヘ ッ ド の 下 側 を 滑 動 す る 。 こ の 作 用 は 、 ピ ン を シ ャ フ ト 292か ら 離 間 さ せ る よ う に 外
方 に 引 張 り 、 従 っ て シ ャ フ ト を ハ ン ド ル か ら 解 放 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 に は 示 さ れ な い 代 替 実 施 例 に お い て 、 デ バ イ ス 120（ 図 １ ） は そ の 全 体 に お い て 複 数
回 に 亙 り 再 使 用 さ れ る 。 こ の 目 的 の た め に 、 使 用 さ れ る 毎 に 操 作 者 は フ ッ ク 142を 解 放 し
て グ リ ッ プ 138を 開 く と 共 に 、 ノ ブ 144を 引 き 上 げ る こ と で 発 射 用 ス プ リ ン グ 158を 再 び 引
絞 る 。 次 に 操 作 者 は 、 当 該 縫 合 ニ ー ド ル 間 に 縫 合 糸 が 接 続 さ れ た 新 た な 一 対 の 縫 合 ニ ー ド
ル を 案 内 部 材 130内 に 挿 入 す る 。 殺 菌 の 後 、 前 記 デ バ イ ス は 再 使 用 の 準 備 が 整 う 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 ３ ８ Ａ 及 び 図 ３ ８ Ｂ は 、 血 管 320内 で の 操 作 に お け る 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 角 度 付 け
さ れ た 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス 324の 遠 位 端 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 先 行 す る 各 実 施 例 に お い て
（ た と え ば 腹 腔 鏡 手 術 に お い て 典 型 的 で あ る 如 く ） デ バ イ ス 120は 体 腔 154の 壁 部 156を 通
し て 組 織 に 対 し て 垂 直 に 挿 入 さ れ た が 、 血 管 カ テ ー テ ル 導 入 処 置 に お い て 一 般 的 に 用 い ら
れ る 傾 斜 穿 刺 部 を 閉 じ る た め に 、 前 記 デ バ イ ス の 原 理 は 一 定 の 改 変 を 以 て 適 合 さ れ 得 る 。
こ の 種 の 適 合 化 は 、 図 ３ ８ Ａ 及 び 図 ３ ８ Ｂ 、 及 び 、 そ れ に 続 く 各 図 に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 図 ３ ８ Ａ に 示 さ れ た 状 況 に お い て 、 血 管 320の 壁 322を 通 し て （ シ ー ス と も 称 さ れ る ） カ
ニ ュ ー レ 326が 挿 入 さ れ て い る 。 血 管 320は 、 た と え ば 大 腿 動 脈 、 ま た は 、 カ ニ ュ ー レ 326
及 び デ バ イ ス 324を 収 容 す る に 十 分 な ほ ど 大 寸 で あ る 他 の ほ ぼ 任 意 の 血 管 で あ る 。 カ テ ー
テ ル 導 入 処 置 の 完 了 後 に 、 （ 不 図 示 の ） カ テ ー テ ル は カ ニ ュ ー レ 326か ら 引 抜 か れ 、 デ バ
イ ス 324が 代 わ り に 挿 入 さ れ る 。 次 に 、 上 述 の 様 式 で デ バ イ ス 324の シ ャ フ ト か ら 案 内 部 材
328が 展 開 さ れ る 。 案 内 部 材 を 展 開 し た 後 、 医 師 は 図 ３ ８ Ｂ に 示 さ れ る 如 く カ ニ ュ ー レ 326
を 引 抜 く と 共 に 、 案 内 部 材 328の 端 部 が 壁 322に 係 合 す る ま で デ バ イ ス 324を 外 方 に 引 張 る
。 次 に 、 案 内 部 材 か ら ニ ー ド ル が 発 射 さ れ て 壁 322を 貫 通 し 、 縫 合 糸 122は 所 定 位 置 に お い
て 結 ば れ る 。 処 置 の 過 程 は 、 図 ７ 乃 至 図 １ ４ に 関 し て 上 述 さ れ た 各 段 階 に 倣 う 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 ３ ８ Ａ 及 び 図 ３ ８ Ｂ に お い て 、 各 案 内 部 材 328は 非 対 称 で あ る こ と 、 す な わ ち 、 血 管 3
20内 へ の カ ニ ュ ー レ 326の 角 度 付 け さ れ た 進 入 に 従 う べ く 各 案 内 部 材 が 異 な る 長 さ 及 び 曲
率 を 有 す る こ と が 見 ら れ る 。 こ の 配 置 構 成 は 、 縫 合 糸 122が 、 血 管 の 縦 軸 線 に 沿 っ て 血 管
壁 322を 通 し て 挿 入 さ れ る こ と を 許 容 す る 。 本 実 施 例 の こ の 特 徴 は 重 要 で あ る 、 と 言 う の
も 、 血 管 壁 部 に お け る 穿 刺 部 は 典 型 的 に 円 周 方 向 に お い て 壁 部 を 切 断 す る か ら で あ る 。 穿
刺 ラ イ ン に 沿 う 血 管 壁 の 引 き 続 く 円 周 方 向 裂 断 に 対 し て は 、 縦 方 向 の 縫 合 糸 が 通 常 は 最 も
効 果 的 で あ る 。 ま た 、 案 内 部 材 328の 形 態 は 、 ニ ー ド ル が 比 較 的 離 間 さ れ た 箇 所 で 壁 322を
貫 通 す る こ と を 許 容 す る の で 、 縫 合 糸 は 相 当 な 長 さ の 壁 部 組 織 を 捕 捉 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
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　 図 ３ ９ Ａ 及 び 図 ３ ９ Ｂ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 328の 展 開 の 前 に
お け る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス 324の 遠 位 端 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 ３ ９ Ａ は デ バ イ ス 324の 外
観 図 で あ り 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 は 外 側 管 材 336に よ り 覆 わ れ る 一 方 、 図 ３ ９ Ｂ は 管 材 336を
除 去 し て デ バ イ ス 324の 内 側 図 を 示 し て い る 。 簡 素 化 の た め に 、 こ れ ら の 図 及 び 引 き 続 く
図 か ら 縫 合 糸 122は 省 略 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 デ バ イ ス 324の 構 成 要 素 は 腹 腔 鏡 用 途 の 比 較 し 得 る デ バ イ ス （ デ バ イ ス 120な ど ） の 直 径
よ り も 細 い 直 径 内 に 取 り 付 け ら れ な け れ ば な ら な い と い う 事 実 と 共 に 、 案 内 部 材 328の 非
対 称 的 な 構 成 の た め に 、 デ バ イ ス 324は 、 展 開 時 に 案 内 部 材 を 安 定 化 さ せ る 安 定 化 翼 部 330
と 支 持 コ ー ド 332と の 配 置 構 成 を 備 え る 。 こ の 配 置 構 成 は 、 案 内 部 材 の 径 方 向 屈 曲 及 び 横
方 向 捻 れ の 両 方 を 減 少 す る の に 役 立 つ の で 、 ニ ー ド ル が 発 射 さ れ て 適 切 な 箇 所 に お い て 血
管 壁 を 貫 通 す る こ と を 確 実 に す る 。 翼 部 330は 、 ピ ン 335を 備 え た カ ラ ー 334に よ り 相 互 に
固 定 さ れ 、 前 記 ピ ン 335は デ バ イ ス 324の 縦 軸 線 に 沿 う 該 翼 部 の 縦 方 向 の 移 動 を 阻 止 す る 。
翼 部 は 典 型 的 に は 、 （ 後 続 の 図 に 示 さ れ る 如 く ） オ ー ス テ ナ イ ト 状 態 に お い て 湾 曲 形 状 を
呈 す る べ く 設 定 さ れ る ニ チ ノ ー ル な ど の 超 弾 性 材 料 か ら 成 る 。 但 し 、 組 織 152を 貫 通 す る
デ バ イ ス 324の 挿 入 及 び 取 出 し の 間 に お い て 、 図 ３ ９ Ｂ に 示 さ れ る 如 く 翼 部 330は 、 案 内 部
材 328に 対 し 直 線 状 の ま ま で あ る よ う に 管 材 336に よ り 拘 束 さ れ 、 コ ー ド 332は 各 翼 部 と 各
案 内 部 材 と の 間 で 自 由 に 垂 れ 下 が る 。 コ ー ド 332は 典 型 的 に は ス テ ン レ ス 鋼 線 な ど の 編 組
金 属 線 か ら 形 成 さ れ る が 、 そ れ ら は 代 替 的 に ポ リ マ も し く は シ ル ク 糸 材 か ら 形 成 さ れ て も
良 い 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 図 ４ ０ 及 び 図 ４ １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 328の 展 開 の 連 続 的 段
階 に お け る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス 324を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 ４ ０ に 示 さ れ た 如 く デ バ イ ス 3
24の 遠 位 端 が 血 管 320内 に 挿 入 さ れ た 後 、 管 材 336は 近 位 方 向 に 引 戻 さ れ る こ と か ら 、 翼 部
330は 解 放 さ れ 、 管 材 の 縦 軸 線 か ら 離 間 し て 外 方 に 湾 曲 す る 。 そ の 場 合 に 図 ４ １ に 示 さ れ
た 如 く 、 （ こ の 図 に は 示 さ れ な い ） 案 内 部 材 ホ ル ダ が 前 進 さ れ 、 管 材 336の 端 部 か ら 遠 位
方 向 に 案 内 部 材 328を 押 し 出 す 。 超 弾 性 案 内 部 材 も 同 様 に 、 管 材 か ら 解 放 さ れ た と き に 湾
曲 形 状 を 呈 す る 。 翼 部 330は 、 案 内 部 材 328の 平 面 と 交 差 す る 方 向 に お い て 外 方 に 延 在 す る
。 案 内 部 材 は 、 典 型 的 に は 、 展 開 時 に コ ー ド 332に 機 械 的 に 予 備 負 荷 を か け る よ う に 、 案
内 部 材 が 展 開 形 態 に お い て 実 際 に 有 す る 曲 率 よ り も 僅 か に 小 さ な 曲 率 を 以 て 形 成 さ れ る 。
コ ー ド は 、 連 結 器 338に よ り 案 内 部 材 328に 対 し て 固 定 さ れ る 。 こ の 形 態 に お け る コ ー ド の
張 力 は 、 案 内 部 材 の 径 方 向 及 び 横 方 向 の 移 動 を 阻 止 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 ４ ２ 乃 至 図 ４ ５ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 328に 対 し て 支 持 コ ー
ド を 取 付 け る 連 結 器 338を 示 す 詳 細 図 で あ る 。 図 ４ ２ の 実 施 例 に お い て 連 結 器 338は 、 案 内
部 材 328に 対 す る 装 着 の た め に 側 部 に 孔 が 切 り 込 ま れ た 短 寸 管 状 部 分 340か ら 成 る 。 部 分 34
0は 、 型 成 形 、 ま た は 、 レ ー ザ も し く は 機 械 的 手 段 に よ る 加 工 な ど の 本 技 術 分 野 で 公 知 の
任 意 の 適 切 な 方 法 に よ り 作 製 さ れ 得 る 。 部 分 340に お け る ス ロ ッ ト 344は 、 連 結 器 内 に お け
る コ ー ド 332の 移 動 を 阻 止 す る た め に 該 コ ー ド を 捕 捉 す る 。 部 分 340は カ ラ ー 342に よ り 案
内 部 材 328上 の 所 定 位 置 に 保 持 さ れ る が 、 該 カ ラ ー は 、 所 定 位 置 に 溶 接 、 圧 着 も し く は 接
着 さ れ る か 、 ま た は 、 案 内 部 材 に 対 し て き つ く 取 り 付 く よ う に 加 熱 処 理 さ れ た 超 弾 性 の 形
状 記 憶 材 料 か ら 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 図 ４ ３ の 実 施 例 に お い て 連 結 器 338は 、 案 内 部 材 328の 上 に 長 手 方 向 で 装 着 さ れ る 管 状 部
分 350を 備 え る 。 管 状 部 分 350は 、 案 内 部 材 328上 の 対 応 溝 354に 係 合 す る ス ロ ッ ト 352を 有
す る 。 ス ロ ッ ト 及 び 溝 は 、 案 内 部 材 の 反 対 側 の 管 状 部 分 と 該 案 内 部 材 と の 間 に お け る コ ー
ド 332の 圧 力 に よ り 一 体 的 に 繋 止 さ れ る 。 代 替 的 に コ ー ド 332は 、 図 ４ ４ に 示 さ れ た 如 く 弾
性 管 状 連 結 器 360に よ り 案 内 部 材 328に 対 し て 所 定 位 置 に 押 圧 さ れ て も よ い 。 更 に 代 替 的 に
、 図 ４ ５ に 示 さ れ た 如 く 、 コ ー ド 332は 案 内 部 材 328の 回 り に ル ー プ 巻 回 さ れ 、 （ も し 金 属
コ ー ド が 使 用 さ れ る な ら ） 所 定 位 置 に 溶 接 さ れ て も よ い 。 カ ラ ー 342は ル ー プ 巻 回 さ れ た
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コ ー ド を 所 定 位 置 に 保 持 す べ く 使 用 さ れ る と 共 に 、 前 記 ア セ ン ブ リ 全 体 は 選 択 的 に 接 着 剤
364の 層 で 被 覆 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 他 の 連 結 配 置 構 成 は 明 ら か で
あ ろ う 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 ４ ６ 乃 至 図 ４ ８ は 、 縫 合 に 先 立 ち 血 管 320内 に お い て カ ニ ュ ー レ 370の 位 置 を 調 節 す る
本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 位 置 決 め デ バ イ ス 372の 操 作 に お け る 連 続 的 段 階 を 示 す 概 略 的 断
面 図 で あ る 。 上 述 の 如 く 、 斯 か る カ ニ ュ ー レ は 一 般 的 に 、 血 管 内 へ の カ テ ー テ ル の 挿 入 の
た め に 最 初 に 用 い ら れ る 。 図 ４ ６ 乃 至 図 ４ ８ に 示 さ れ た 一 連 の 動 作 は 、 血 管 の 縫 合 に 備 え
て 患 者 の 身 体 か ら カ テ ー テ ル が 取 出 さ れ た 後 で 行 わ れ る 。 こ れ ら の 動 作 の 目 的 は 、 縫 合 糸
挿 入 デ バ イ ス 324（ 図 ３ ８ Ａ ） が カ ニ ュ ー レ を 通 し て 挿 入 さ れ た と き に 該 縫 合 糸 挿 入 デ バ
イ ス の 遠 位 端 が ニ ー ド ル 案 内 部 材 328の 展 開 の た め に 適 切 に 配 置 さ れ る 様 に 、 適 切 な 深 度
に て カ ニ ュ ー レ 370を 位 置 決 め す る こ と で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 位 置 決 め デ バ イ ス 372は 、 夫 々 の 遠 位 ポ ー ト 378、 380及 び 近 位 ポ ー ト 382、 384を 有 す る
２ つ の 内 腔 374及 び 376を 備 え る 。 遠 位 ポ ー ト 378及 び 380は 長 手 方 向 に オ フ セ ッ ト さ れ る こ
と か ら 、 ポ ー ト 380は ポ ー ト 378よ り も デ バ イ ス 372の 遠 位 端 に 近 い 。 最 初 は 図 ４ ６ に 示 さ
れ た 如 く デ バ イ ス 372は 、 遠 位 ポ ー ト 378及 び 380の 両 方 が カ ニ ュ ー レ 370の 遠 位 端 を 通 過 し
て 突 出 す る ま で 、 該 カ ニ ュ ー レ に 挿 通 さ れ る 。 医 師 は 、 （ 図 ４ ６ に お い て 小 矢 印 に よ り 示
さ れ た 如 く ） 近 位 ポ ー ト 382及 び 384の 両 方 を 通 る 血 液 の 流 出 に よ り 、 デ バ イ ス 372が こ の
挿 入 深 度 に 到 達 し た こ と を 認 識 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 次 に 医 師 は 、 カ ニ ュ ー レ 370、 及 び 、 そ れ と 共 に デ バ イ ス 372を 近 位 方 向 に 引 抜 く 。 デ バ
イ ス 372の 遠 位 先 端 が 血 管 壁 322に 接 近 す る と き 、 内 腔 374の 遠 位 ポ ー ト 378は 血 管 壁 に よ り
閉 塞 さ れ る 。 し か し 、 前 記 各 遠 位 ポ ー ト 間 の 長 手 方 向 オ フ セ ッ ト の 故 に 、 図 ４ ７ に 示 さ れ
た 如 く ポ ー ト 380は 依 然 と し て こ の 箇 所 に お い て 血 流 内 に 留 ま る 。 医 師 は 、 血 液 が ポ ー ト 3
84か ら 流 れ 続 け る 一 方 、 近 位 ポ ー ト 382を 通 る 血 液 の 流 出 の 中 断 （ ま た は 少 な く と も 減 少
） に よ り 、 こ の 位 置 を 認 識 す る 。 そ の と き 、 血 管 壁 322に 対 す る デ バ イ ス 372の 厳 密 な 深 度
が 知 ら れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 最 後 に 医 師 は 、 図 ４ ８ に 示 さ れ た 如 く 近 位 ポ ー ト 382及 び 384の 両 方 を 通 る 血 液 流 出 が 中
断 す る ま で 、 患 者 の 身 体 に 対 し て デ バ イ ス 372を 所 定 位 置 に 保 持 し 乍 ら カ ニ ュ ー レ 370を 近
位 方 向 に 進 め る 。 こ の 位 置 に お い て カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 は 、 引 き 続 く 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス
324の 挿 入 の た め に 血 管 320内 で の 適 切 な 深 度 に て 、 デ バ イ ス 372の 遠 位 端 と 厳 密 に 整 列 さ
れ る 。 こ の 段 階 に お け る カ ニ ュ ー レ の 適 切 な 位 置 を 示 す べ く 、 デ バ イ ス 372の シ ャ フ ト 上
に は マ ー ク 386が 配 備 さ れ て も よ い 。 位 置 決 め デ バ イ ス 372は 今 や カ ニ ュ ー レ 370か ら 取 り
外 さ れ 、 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス 324が 挿 入 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 図 ４ ９ は 、 本 発 明 の 代 替 実 施 例 に 係 る 、 案 内 ワ イ ヤ 390を 用 い て 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス 392
を 血 管 320内 に 位 置 決 め す る 段 階 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 斯 か る 案 内 ワ イ ヤ は カ テ ー テ ル 導
入 処 置 に お い て 一 般 的 に 使 用 さ れ る と 共 に 、 デ バ イ ス 392は 、 身 体 か ら カ テ ー テ ル が 引 抜
か れ た 後 で 該 デ バ イ ス が 案 内 ワ イ ヤ 上 に 跨 る の を 可 能 に す る （ 不 図 示 の ） 内 腔 を 有 す る 。
こ の 図 に お い て カ ニ ュ ー レ は 示 さ れ な い が 、 案 内 ワ イ ヤ 上 で 斯 か る カ ニ ュ ー レ 内 に 縫 合 糸
挿 入 デ バ イ ス を 挿 入 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 代 替 的 も し く は 付 加 的 に 、 医 師 が 該 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス を 適 切 な 深 度 に 位 置 決 め す る の
を 補 助 す る た め に 、 位 置 決 め デ バ イ ス 372に お け る の と 同 様 に 、 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス 392自
体 が 遠 位 ポ ー ト 394、 396及 び （ 不 図 示 の ） 内 腔 を 備 え る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 に は
図 ４ ９ に 示 さ れ た 如 く 、 医 師 は 、 血 液 が ポ ー ト 394か ら は 流 出 す る が ポ ー ト 396か ら は 流 出
し な い と き に 、 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス が 適 切 な 深 度 に 配 置 さ れ た こ と を 知 る 。
【 ０ １ １ ０ 】
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　 図 ５ ０ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 ４ 本 の ニ ー ド ル 案 内 部 材 402を 備 え た 縫 合 糸 挿 入 デ
バ イ ス 400の 遠 位 端 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 デ バ イ ス 400は 、 二 対 の ニ ー ド ル の 目 標 組 織 内 へ
発 射 を 可 能 に し 、 ニ ー ド ル の 各 対 は ニ ー ド ル 間 で 接 続 さ れ た 縫 合 糸 を 有 す る 。 （ 図 示 の 簡
素 化 の た め に 、 ニ ー ド ル 及 び 縫 合 糸 は 図 中 に 示 さ れ な い 。 ） 故 に デ バ イ ス 400は 、 再 装 填
の た め に 身 体 か ら 該 デ バ イ ス を 取 出 さ ず に 、 同 時 に ま た は 直 ち に 連 続 し て ２ 本 の 縫 合 糸 を
挿 入 す る よ う に 使 用 可 能 で あ る 。 こ の 配 置 構 成 は 、 医 師 に 対 し て 好 適 な だ け で な く 、 縫 合
糸 同 士 が 相 互 に 対 し て 正 し く 位 置 決 め さ れ る こ と を 確 実 に す る も の で も あ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 図 ５ １ 及 び 図 ５ ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス 400に よ り 血 管 壁 322
内 に 生 成 さ れ る 縫 い 目 パ タ ー ン の 概 略 的 上 面 図 で あ る 。 各 縫 い 目 パ タ ー ン は 、 穿 刺 部 404
を 閉 じ る べ く 使 用 さ れ る ２ 本 の 縫 合 糸 406を 備 え る 。 図 ５ １ に お い て 縫 合 糸 406は 並 置 さ れ
て い る 。 ２ 本 の 縫 合 糸 は 、 血 管 の 縦 軸 線 に 沿 っ て 整 列 さ れ る と 共 に 該 縦 軸 線 の 回 り に お い
て 円 周 方 向 に 離 間 さ れ る 。 こ の パ タ ー ン は 、 デ バ イ ス 400の 各 側 に お け る 長 寸 案 内 部 材 の
一 方 と 短 寸 案 内 部 材 の 一 方 と の 間 に 縫 合 糸 を 夫 々 配 線 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。 代 替 的
に 縫 合 糸 は 、 一 方 の 縫 合 糸 を 一 対 の 長 寸 の 案 内 部 材 間 に 配 線 し 且 つ 他 方 の 縫 合 糸 を 一 対 の
短 寸 の 案 内 部 材 間 に 配 線 す る こ と に よ り 、 血 管 の 円 周 方 向 に 整 列 さ れ 且 つ 血 管 の 長 手 方 向
に 沿 っ て 離 間 さ れ る 。 更 に 代 替 的 に 各 縫 合 糸 は 、 図 ５ ２ に 示 さ れ た “ Ｘ ” パ タ ー ン で 交 差
さ れ た 縫 い 目 を 付 与 す る た め に 、 対 向 す る 長 寸 ／ 短 寸 の 案 内 部 材 402の 対 の 間 に 配 線 さ れ
る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 ５ ０ 乃 至 図 ５ ２ は ニ ー ド ル 案 内 部 材 402及 び 結 果 的 な 縫 合 パ タ ー ン の 一 定 の 特 定 形 態
を 示 し て い る が 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 相 対 的 な 位 置 及 び 形 状 は 、 他 の 処 置 及 び 穿 刺 部 サ イ
ズ に よ り 必 要 と さ れ た と き に 他 の 縫 合 間 隔 及 び パ タ ー ン を 提 供 す べ く 改 変 さ れ 得 る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 図 ５ ３ 乃 至 図 ５ ５ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 一 体 的 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス 422と 共 に 使
用 さ れ る ト ロ カ ー ル 410の 概 略 的 断 面 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 の 原 理 は 、 血 管 カ テ ー テ ル 導
入 に お い て 使 用 さ れ る シ ー ス な ど の 他 の 形 式 の カ ニ ュ ー レ に 対 し て も 適 用 さ れ 得 る 。 図 ５
３ は ト ロ カ ー ル 410自 体 を 示 す 一 方 、 図 ５ ４ は デ バ イ ス 422の 挿 入 後 に お け る ト ロ カ ー ル を
示 し て い る 。 （ 図 示 を 簡 素 化 す る た め に 輪 郭 で 示 さ れ る デ バ イ ス 422は 、 以 下 に 記 述 さ れ
る 相 違 を 除 き 、 図 １ に 示 さ れ た デ バ イ ス 120と 動 作 は 類 似 す る も の で あ る 。 ） 図 ５ ５ は 、
ニ ー ド ル 案 内 部 材 130の 展 開 及 び ニ ー ド ル 160の 発 射 の 後 に お け る ト ロ カ ー ル 410及 び デ バ
イ ス 422を 示 し て い る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 ト ロ カ ー ル 410は 、 デ バ イ ス 422の ハ ン ド ル を 受 容 す べ く 寸 法 設 定 さ れ た 外 側 管 材 412を
備 え る 。 デ バ イ ス 422上 の 隆 起 部 424に は 繋 止 ク リ ッ プ 414が 係 合 す る こ と で 、 該 デ バ イ ス
を 管 材 412の 内 側 で 所 定 位 置 に 保 持 す る 。 デ バ イ ス 422の ハ ン ド ル に 対 す る 制 御 に 適 応 さ せ
る と 共 に 、 前 記 デ バ イ ス の 適 切 な 回 転 整 列 を 確 実 に す る た め に 、 外 側 管 材 412に は ス ロ ッ
ト 416が 配 備 さ れ る 。 ト ロ カ ー ル の 前 記 外 側 管 材 は 、 リ ー フ 弁 418に よ り 内 側 （ 遠 位 ） 部 分
か ら シ ー ル さ れ 、 前 記 リ ー フ 弁 418は 、 身 体 内 へ の ト ロ カ ー ル の 挿 入 時 に （ た と え ば 腹 腔
鏡 手 術 の 間 に お い て 腹 腔 か ら の ） 気 体 ま た は （ 血 管 カ テ ー テ ル 導 入 の 間 に お け る 血 液 な ど
の ） 流 体 の 流 出 を 阻 止 す る 。 前 記 リ ー フ 弁 は 、 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス が 前 記 ト ロ カ ー ル 内 に
挿 入 さ れ た と き に 内 側 に 開 く 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 前 記 ト ロ カ ー ル の 遠 位 端 の 外 側 面 は 、 ゴ ム な ど の 柔 軟 材 料 420か ら 形 成 さ れ 、 前 記 柔 軟
材 料 420は ニ ー ド ル 160に よ り 貫 通 さ れ る ほ ど 十 分 に 軟 質 で あ る 。 図 ５ ５ に 示 さ れ た 如 く 案
内 部 材 130か ら の ニ ー ド ル 160の 発 射 時 に 、 ニ ー ド ル は 柔 軟 材 料 420を 貫 通 し て 該 材 料 内 に
捕 捉 さ れ る 。 ト ロ カ ー ル 410の こ の 特 徴 は 、 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス 422の シ ャ フ ト に お け る ニ
ー ド ル ・ ト ラ ッ プ 166（ 図 １ ０ ） の 必 要 性 を 省 略 し て 、 デ バ イ ス 422の 設 計 態 様 を 簡 素 化 す
る 。 ニ ー ド ル の 発 射 の 後 で 、 ト ロ カ ー ル 410は デ バ イ ス 422と 共 に 患 者 の 身 体 か ら 引 抜 か れ
、 医 師 に よ り 結 ば れ る べ き 縫 合 糸 が 残 置 さ れ る 。 医 師 は 、 本 技 術 分 野 で 公 知 の よ う に 縫 合
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糸 を 手 作 業 で 結 び 且 つ 切 断 し て も 良 く 、 ま た は 代 替 的 に 、 本 明 細 書 に お い て 以 下 に 記 述 さ
れ る 如 く 専 用 の 結 び 目 押 込 み デ バ イ ス を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 図 ５ ６ 乃 至 図 ５ ９ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 結 び 目 押 込 み ／ 切 断 デ バ イ ス 430の 構 造
及 び 動 作 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。 デ バ イ ス 430は 、 縫 合 糸 捕 捉 機 構 452及 び 縫 合 糸 切 断
ブ レ ー ド 448を 備 え る 。 デ バ イ ス 430を 使 用 す る た め に 医 師 は 、 図 ５ ６ に 示 さ れ た 如 く 、 縫
合 糸 122に 滑 動 結 び 目 432を 作 成 し て か ら 、 デ バ イ ス 430の 遠 位 端 の 両 側 に お け る ス リ ッ ト 4
46を 縫 合 糸 の 端 部 に 通 過 さ せ る 。 医 師 は 次 に 、 図 ５ ７ に 示 さ れ た 如 く ハ ン ド ル 436に よ り
デ バ イ ス 430を 把 持 す る と 共 に 縫 合 糸 捕 捉 ボ タ ン 434を 押 圧 す る 。 こ の ボ タ ン を 押 圧 す る と
捕 捉 機 構 452の 丸 形 の 下 端 部 が 押 圧 さ れ 、 デ バ イ ス 430の 下 側 シ ョ ル ダ 454に 係 合 す る 。 結
果 と し て 縫 合 糸 122は ス リ ッ ト 446内 に 捕 捉 さ れ る と 共 に 、 デ バ イ ス 430が 組 織 152を 通 し て
結 び 目 432を 下 方 に 押 圧 す る と き に 該 結 び 目 が 側 方 に 滑 動 す る こ と が 阻 止 さ れ る 。 ボ タ ン 4
34を 押 圧 す る と 、 捕 捉 ス プ リ ン グ 438も 圧 縮 さ れ 、 捕 捉 機 構 上 の 隆 起 部 450と ハ ン ド ル 436
上 の 噛 み 合 い ク リ ッ プ 442と の 間 に お け る 係 合 に よ り 該 捕 捉 機 構 は そ の 降 下 位 置 に 繋 止 さ
れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 図 ５ ６ 及 び 図 ５ ７ に 示 さ れ た 段 階 を 実 施 し た 後 で 医 師 は 、 図 ５ ８ に 示 さ れ た 如 く 体 腔 壁
部 156に 対 し て 結 び 目 432を 締 め 付 け る た め に デ バ イ ス 430を 組 織 152を 通 し て 下 方 に 押 圧 す
る 。 一 方 の 手 で 前 記 結 び 目 を 下 方 に 押 圧 し 乍 ら 、 医 師 は 他 方 の 手 で 縫 合 糸 122の 各 端 部 を
保 持 す る 。 こ の 様 に し て 縫 合 糸 自 体 が 、 デ バ イ ス 430の 遠 位 端 を 組 織 の 中 を 通 し て 下 方 に
穿 刺 部 位 へ 案 内 す る 。 捕 捉 機 構 452の 遠 位 先 端 は 、 結 び 目 432の 過 剰 締 め 付 け を 防 止 す る た
め に 可 撓 性 要 素 を 含 む こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 こ の 様 に し て 一 つ の 結 び 目 を 締 め 付 け た 後 、 医 師 は 縫 合 糸 122を 切 断 す る 前 に 該 縫 合 糸
に 付 加 的 な 結 び 目 を 作 成 す る こ と を 選 択 し 得 る 。 付 加 的 結 び 目 を 作 成 す る た め に 医 師 は ク
リ ッ プ 442を 押 圧 す る と 、 ク リ ッ プ 442は 、 隆 起 部 450を 解 放 し 、 そ の 結 果 ス プ リ ン グ 438は
機 構 452を 引 張 り 上 げ て シ ョ ル ダ 454か ら 離 間 さ せ る 。 医 師 は 次 に 組 織 152か ら デ バ イ ス 430
を 引 抜 き 、 別 の 結 び 目 を 結 び 、 且 つ 、 第 ２ 結 び 目 を 第 １ 結 び 目 に 接 す る よ う に 下 方 に 押 圧
す る た め に 、 図 ５ ６ 乃 至 図 ５ ８ に 示 さ れ た 段 階 を 反 復 す る 。 こ れ ら の 動 作 は 、 所 望 の 回 数
だ け 反 復 さ れ る 。 代 替 的 に 、 縫 合 糸 122に お い て た だ 一 つ の 結 び 目 が 作 成 さ れ る の で あ れ
ば 、 捕 捉 ス プ リ ン グ 438及 び ク リ ッ プ 442は デ バ イ ス 430か ら 省 略 さ れ る こ と が 可 能 で あ る
。
【 ０ １ １ ９ 】
　 医 師 が 結 び 目 を 結 ん で 所 定 位 置 へ と 押 圧 す る 間 、 ブ レ ー ド 448は ピ ン 444に よ り 所 定 位 置
に 保 持 さ れ る 。 単 一 結 び 目 （ ま た は 複 数 結 び 目 ） を 結 び 且 つ 締 め 付 け た 後 で 医 師 は ピ ン 44
4を 外 方 に 引 張 り 、 そ の 結 果 切 断 用 ス プ リ ン グ 440は 解 放 さ れ る 。 こ の ス プ リ ン グ は ブ レ ー
ド 448を 迅 速 に 下 方 に 駆 動 し 、 そ の 結 果 図 ５ ９ に 示 さ れ た 如 く 前 記 ブ レ ー ド は シ ョ ル ダ 454
に お い て 縫 合 糸 122を 切 断 す る 。 任 意 選 択 的 に ブ レ ー ド 448は デ バ イ ス 430の シ ャ フ ト の 内
側 の （ 不 図 示 の ） 螺 旋 溝 内 に 取 付 け ら れ 、 そ の 結 果 ブ レ ー ド は 下 向 き の 回 転 運 動 を 以 て 縫
合 糸 を 切 断 す る 。 そ の 後 に デ バ イ ス 430及 び 残 存 縫 合 糸 は 身 体 か ら 引 抜 か れ 、 図 １ ４ に 示
さ れ た 如 く 結 ば れ た 縫 合 糸 が 所 定 位 置 に 残 置 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 ６ ０ Ａ 及 び 図 ６ ０ Ｂ は 夫 々 、 本 発 明 の 別 実 施 例 に 係 る 、 結 び 目 押 込 み ／ 切 断 デ バ イ ス
460の 作 動 及 び 再 引 絞 り 段 階 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。 デ バ イ ス 460は 、 該 デ バ イ ス 460
が 複 数 本 の 縫 合 糸 を 押 込 み か つ 切 断 す る た め に 使 用 さ れ 得 る こ と を 除 き 、 上 述 さ れ た デ バ
イ ス 430と 動 作 が 類 似 す る 。 こ の 目 的 の た め に デ バ イ ス 460に お け る ブ レ ー ド 448は 、 リ セ
ッ ト ・ ハ ン ド ル 464及 び 再 利 用 可 能 解 除 ピ ン 462を 有 す る 。 上 述 の 様 式 で 縫 合 糸 に 作 ら れ た
結 び 目 を 締 め 付 け た 後 、 医 師 は 図 ６ ０ Ａ に 示 さ れ た 如 く ブ レ ー ド 448を 作 動 さ せ る た め に
ピ ン 462を 外 方 に 引 張 る 。 引 き 続 き 、 デ バ イ ス 460を 再 使 用 に 対 し て 準 備 す る た め に 医 師 は
ハ ン ド ル 464を 引 き 上 げ て 切 断 用 ス プ リ ン グ 440を 再 び 引 絞 り 、 そ の 後 に ブ レ ー ド 448を 所
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定 位 置 に 繋 止 す る た め に ピ ン 462を 内 方 に 押 圧 す る 。 医 師 は ク リ ッ プ 442を 押 圧 す る こ と で
捕 捉 ス プ リ ン グ 438を 解 放 す る と 、 前 記 デ バ イ ス は 今 や 再 使 用 の 準 備 が 整 う 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 別 の 代 替 例 と し て 、 デ バ イ ス 430及 び 460の 特 徴 は 、 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス 290（ 図 ３ ６ Ａ
） の 原 理 に 従 い 、 単 一 回 使 用 シ ャ フ ト 及 び 再 使 用 可 能 ハ ン ド ル を 含 む 二 部 材 式 の 結 び 目 押
込 み 器 ／ カ ッ タ に お い て 実 現 さ れ て も 良 い 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 上 述 の 各 実 施 例 は 主 と し て 種 々 の 最 小 侵 襲 的 処 置 の 過 程 に お い て 医 師 に よ り 意 図 的 に 作
成 さ れ る 穿 刺 部 の 縫 合 に 関 し て い る が 、 本 発 明 の 原 理 は 他 の 種 類 の 手 術 処 置 及 び デ バ イ ス
に お い て も 適 用 さ れ 得 る 。 た と え ば 、 身 体 器 官 に お け る 穿 刺 部 、 及 び 、 医 原 性 及 び 病 理 学
的 な 孔 の 両 方 を 含 む 他 の 孔 の 腹 腔 鏡 に よ る 縫 合 に お い て 、 上 述 と 同 様 の デ バ イ ス が 使 用 さ
れ 得 る 。 こ の 種 の 用 途 と し て は 、 胆 管 の 医 原 性 裂 開 の 閉 鎖 、 （ 胃 、 十 二 指 腸 な ど の ） 穿 孔
性 潰 瘍 の 縫 合 、 器 具 に よ る 結 腸 吻 合 の 後 に 残 さ れ た 孔 の 縫 合 、 及 び 、 穿 孔 子 宮 の シ ー ル が
挙 げ ら れ る 。 現 在 に お い て こ れ ら の 用 途 の 殆 ど は 、 開 腹 手 術 技 術 の み を 使 用 し て 実 施 さ れ
得 る 。 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス は 、 孔 の 直 径 及 び 組 織 種 類 に 依 存 し て 、 任 意 の 種 類
か つ 本 数 の 縫 合 糸 を 一 度 に 挿 入 す べ く 使 用 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 他 の 実 施 例 に お い て 、 本 発 明 の 原 理 に 従 う デ バ イ ス は 、 子 宮 脱 出 症 の 治 療 に 対 す る 子 宮
懸 架 な ど の 腹 腔 鏡 式 泌 尿 器 処 置 に お い て 使 用 さ れ 得 る 。 こ の 様 に し て 最 小 侵 襲 的 縫 合 糸 は
、 子 宮 を 上 昇 位 置 に 固 定 す る た め に 適 用 さ れ 得 る 。 他 の 可 能 的 用 途 と し て は （ 上 述 の デ バ
イ ス を 適 切 に 小 型 化 し た 形 態 を 用 い て ） 、 膝 関 節 に お い て 裂 断 し た 半 月 板 及 び 肩 関 節 に お
い て 裂 断 し た 回 旋 筋 腱 板 の 縫 合 、 な ら び に 、 脊 柱 に お け る 、 且 つ 、 頭 蓋 骨 の 穿 頭 孔 を 介 し
て の 脳 に お け る 小 寸 病 巣 の 最 小 侵 襲 的 な 縫 合 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 上 述 の 実 施 例 は 例 示 の た め に 言 及 さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 は 詳 細 に 示 さ れ 且 つ 前 記 さ
れ た 処 に 限 定 さ れ な い こ と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 寧 ろ 本 発 明 の 有 効 範 囲 は 、 本 明 細 書 中
で 上 述 さ れ た 種 々 の 特 徴 、 な ら び に 、 前 記 説 明 を 読 ん だ と き に 当 業 者 が 想 起 す る と 共 に 先
行 技 術 に は 開 示 さ れ て い な い 該 特 徴 の 変 形 及 び 改 変 の 組 み 合 わ せ 及 び 下 位 組 み 合 わ せ を 包
含 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ５ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の 遠 位 端 を 体 腔 内 に 挿 入 す る
段 階 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 ３ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の 遠 位 端 に お け る ニ ー ド
ル 案 内 部 材 が 展 開 さ れ る 段 階 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ｂ は 、 図 ３ Ａ に 示 さ れ た 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の 遠 位 端 の 詳 細 を 示 す 概 略 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 デ バ イ ス の 遠 位 端 か ら ニ ー ド ル が 発 射 さ れ る
段 階 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 体 腔 の 壁 部 を 通 し て 縫 合 糸 が 挿 入 さ れ た 後 で 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合
糸 挿 入 デ バ イ ス 内 へ ニ ー ド ル 案 内 部 材 が 縮 動 さ れ る 段 階 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス を 用 い る 縫 合 糸 挿 入 操 作 の 完
了 段 階 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス を 用 い て 体 腔 内 に お け る 穿 刺
部 を 縫 合 す る 連 続 的 段 階 の 詳 細 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス を 用 い て 体 腔 内 に お け る 穿 刺
部 を 縫 合 す る 連 続 的 段 階 の 詳 細 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス を 用 い て 体 腔 内 に お け る 穿 刺
部 を 縫 合 す る 連 続 的 段 階 の 詳 細 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス を 用 い て 体 腔 内 に お け る
穿 刺 部 を 縫 合 す る 連 続 的 段 階 の 詳 細 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス を 用 い て 体 腔 内 に お け る
穿 刺 部 を 縫 合 す る 連 続 的 段 階 の 詳 細 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス を 用 い て 体 腔 内 に お け る
穿 刺 部 を 縫 合 す る 連 続 的 段 階 の 詳 細 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス を 用 い て 体 腔 内 に お け る
穿 刺 部 を 縫 合 す る 連 続 的 段 階 の 詳 細 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス を 用 い て 体 腔 内 に お け る
穿 刺 部 を 縫 合 す る 連 続 的 段 階 の 詳 細 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 本 発 明 の 別 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ７ Ａ 】 図 １ ７ Ａ は 、 本 発 明 の 更 な る 別 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 概 略 的 分 解
図 で あ る 。
【 図 １ ７ Ｂ 】 図 １ ７ Ｂ は 、 組 立 て 形 態 に お け る 図 １ ７ Ｂ の ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 示 す 概 略 図
で あ る 。
【 図 １ ８ Ａ 】 図 １ ８ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 要 素 の 概 略 的 な 上 面
図 で あ る 。
【 図 １ ８ Ｂ 】 図 １ ８ Ｂ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 要 素 の 概 略 的 な 底 面
図 で あ る 。
【 図 １ ８ Ｃ 】 図 １ ８ Ｃ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 湾 曲 形 態 に お け る 図 １ ８ Ａ 及 び 図 １ ８ Ｂ
の ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ Ａ 】 図 １ ９ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 ニ ー ド ル の 概 略 的 前 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ Ｂ 】 図 １ ９ Ｂ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 開 放 形 態 に お け る 縫 合 ニ ー ド ル の 概 略
的 前 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ Ｃ 】 図 １ ９ Ｃ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 圧 縮 形 態 に お け る 縫 合 ニ ー ド ル の 概 略
的 前 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 ２ ０ は 、 本 発 明 の 別 実 施 例 に 係 る 縫 合 ニ ー ド ル の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル に 対 し て 縫 合 糸 を 固 定 す る 段 階 を 示
す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ ２ は 、 本 発 明 の 別 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル に 対 し て 縫 合 糸 を 固 定 す る 段 階 を
示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 図 ２ ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル に 対 し て 固 定 さ れ た 縫 合 糸 の 詳 細 を
示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ Ａ 】 図 ２ ４ Ａ は 、 本 発 明 の 更 な る 別 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル に 対 し て 縫 合 糸 を 固 定
す る 連 続 的 段 階 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ Ｂ 】 図 ２ ４ Ｂ は 、 本 発 明 の 更 な る 別 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル に 対 し て 縫 合 糸 を 固 定
す る 連 続 的 段 階 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 図 ２ ５ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル ・ イ ジ ェ ク タ の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ Ａ 】 図 ２ ６ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル に 対 し て イ ジ ェ ク タ を 結 合 す る
技 術 の 詳 細 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ Ｂ 】 図 ２ ６ Ｂ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル に 対 し て イ ジ ェ ク タ を 結 合 す る
技 術 の 詳 細 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 図 ２ ７ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の シ ャ フ ト 内 の 縫 合 ニ ー
ド ル を 捕 捉 す る た め の ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 図 ２ ８ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の シ ャ フ ト 内 の 縫 合 ニ ー
ド ル を 捕 捉 す る た め の ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 図 ２ ９ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の シ ャ フ ト 内 の 縫 合 ニ ー
ド ル を 捕 捉 す る た め の ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 図 ３ ０ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の シ ャ フ ト 内 の 縫 合 ニ ー
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ド ル を 捕 捉 す る た め の ニ ー ド ル ・ ト ラ ッ プ を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ １ Ａ 】 図 ３ １ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 展 開 の 前 後 に お け る
縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の 遠 位 端 に お け る ニ ー ド ル 案 内 部 材 と 該 ニ ー ド ル 案 内 部 材 に 対 す る 安
定 化 ス ト ラ ッ ト と の 詳 細 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ １ Ｂ 】 図 ３ １ Ｂ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 展 開 の 前 後 に お け る
縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の 遠 位 端 に お け る ニ ー ド ル 案 内 部 材 と 該 ニ ー ド ル 案 内 部 材 に 対 す る 安
定 化 ス ト ラ ッ ト と の 詳 細 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ Ａ 】 図 ３ ２ Ａ は 、 本 発 明 の 別 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 展 開 の 前 後 に お け
る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の 遠 位 端 に お け る ニ ー ド ル 案 内 部 材 と 該 ニ ー ド ル 案 内 部 材 に 対 す る
安 定 化 ス ト ラ ッ ト と の 詳 細 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ Ｂ 】 図 ３ ２ Ｂ は 、 本 発 明 の 別 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 展 開 の 前 後 に お け
る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の 遠 位 端 に お け る ニ ー ド ル 案 内 部 材 と 該 ニ ー ド ル 案 内 部 材 に 対 す る
安 定 化 ス ト ラ ッ ト と の 詳 細 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 図 ３ ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス に お け る 各 機 構 の 詳 細 を
示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 図 ３ ４ は 、 図 ３ ３ に お け る XXXIV-XXXIV線 に 沿 う 図 ３ ３ の 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス
の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 図 ３ ５ は 、 図 ３ ４ に お け る XXXV-XXXV線 に 沿 う 図 ３ ３ の 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の
詳 細 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ Ａ 】 図 ３ ６ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 着 脱 可 能 シ ャ フ ト を 備 え た 縫 合 糸 挿 入 デ
バ イ ス の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ Ｂ 】 図 ３ ６ Ｂ 及 び 図 ３ ６ Ｃ は 、 夫 々 図 ３ ６ Ａ の 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の 分 離 さ れ た
シ ャ フ ト 及 び ハ ン ド ル を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ Ａ 】 図 ３ ７ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 着 脱 可 能 シ ャ フ ト を 備 え た 縫 合 糸 挿 入 デ
バ イ ス の 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ Ｂ 】 図 ３ ７ Ｂ は 、 図 ３ ７ Ａ の デ バ イ ス の ハ ン ド ル か ら シ ャ フ ト を 取 り 外 す 前 及 び
そ の 間 に お い て ハ ン ド ル に 対 し て シ ャ フ ト を 接 続 す る 機 構 の 詳 細 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ ７ Ｃ 】 図 ３ ７ Ｃ は 、 図 ３ ７ Ａ の デ バ イ ス の ハ ン ド ル か ら シ ャ フ ト を 取 り 外 す 前 及 び
そ の 間 に お い て ハ ン ド ル に 対 し て シ ャ フ ト を 接 続 す る 機 構 の 詳 細 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ ８ Ａ 】 図 ３ ８ Ａ は 、 血 管 内 の 操 作 に お い て 角 度 付 け さ れ た 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫
合 糸 挿 入 デ バ イ ス の 遠 位 端 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ Ｂ 】 図 ３ ８ Ｂ は 、 血 管 内 の 操 作 に お い て 角 度 付 け さ れ た 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫
合 糸 挿 入 デ バ イ ス の 遠 位 端 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ Ａ 】 図 ３ ９ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス か ら の ニ ー ド ル 案 内
部 材 の 展 開 の 前 に 角 度 付 け さ れ た 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の 詳 細 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ Ｂ 】 図 ３ ９ Ｂ は 、 図 ３ ９ Ａ の 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス の 概 略 的 内 側 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 図 ４ ０ は 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 展 開 の 連 続 的 段 階 に お い て 角 度 付 け さ れ た 図 ３
９ Ａ の 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 図 ４ １ は 、 ニ ー ド ル 案 内 部 材 の 展 開 の 連 続 的 段 階 に お い て 角 度 付 け さ れ た 図 ３
９ Ａ の 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ ２ 】 図 ４ ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 に 対 し て 安 定 器 を 取 付 け る
連 結 器 を 示 す 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ４ ３ 】 図 ４ ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 に 対 し て 安 定 器 を 取 付 け る
連 結 器 を 示 す 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ４ ４ 】 図 ４ ４ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 に 対 し て 安 定 器 を 取 付 け る
連 結 器 を 示 す 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ４ ５ 】 図 ４ ５ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ニ ー ド ル 案 内 部 材 に 対 し て 安 定 器 を 取 付 け る
連 結 器 を 示 す 詳 細 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(32) JP 2008-500125 A 2008.1.10



【 図 ４ ６ 】 図 ４ ６ は 、 縫 合 に 先 立 ち 血 管 内 に カ ニ ュ ー レ を 位 置 決 め す る 本 発 明 の 実 施 例 に
係 る デ バ イ ス の 操 作 に お け る 連 続 的 段 階 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 図 ４ ７ は 、 縫 合 に 先 立 ち 血 管 内 に カ ニ ュ ー レ を 位 置 決 め す る 本 発 明 の 実 施 例 に
係 る デ バ イ ス の 操 作 に お け る 連 続 的 段 階 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ８ 】 図 ４ ８ は 、 縫 合 に 先 立 ち 血 管 内 に カ ニ ュ ー レ を 位 置 決 め す る 本 発 明 の 実 施 例 に
係 る デ バ イ ス の 操 作 に お け る 連 続 的 段 階 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ９ 】 図 ４ ９ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 案 内 ワ イ ヤ を 用 い て 血 管 内 に 縫 合 糸 挿 入 デ バ
イ ス を 位 置 決 め す る 段 階 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ ０ 】 図 ５ ０ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ４ 本 の ニ ー ド ル 案 内 部 材 を 備 え た 縫 合 糸 挿 入
デ バ イ ス の 遠 位 端 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ １ 】 図 ５ １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス に よ り 生 成 さ れ た 縫 合 パ
タ ー ン の 概 略 的 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ２ 】 図 ５ ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス に よ り 生 成 さ れ た 縫 合 パ
タ ー ン の 概 略 的 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ３ 】 図 ５ ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 縫 合 糸 挿 入 デ バ イ ス と 共 に 使 用 さ れ る ト ロ カ
ー ル の 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ４ 】 図 ５ ４ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 図 ５ ３ の ト ロ カ ー ル と 協 働 す る 縫 合 糸 挿 入 デ
バ イ ス の 操 作 に お け る 各 段 階 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ５ 】 図 ５ ５ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 図 ５ ３ の ト ロ カ ー ル と 協 働 す る 縫 合 糸 挿 入 デ
バ イ ス の 操 作 に お け る 各 段 階 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ６ 】 図 ５ ６ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 結 び 目 押 込 み ／ 切 断 デ バ イ ス の 概 略 的 断 面 図
で あ る 。
【 図 ５ ７ 】 図 ５ ７ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 図 ５ ６ の デ バ イ ス の 操 作 に お け る 連 続 的 段 階
を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ８ 】 図 ５ ８ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 図 ５ ６ の デ バ イ ス の 操 作 に お け る 連 続 的 段 階
を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ９ 】 図 ５ ９ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 図 ５ ６ の デ バ イ ス の 操 作 に お け る 連 続 的 段 階
を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ０ Ａ 】 図 ６ ０ Ａ は 、 本 発 明 の 別 実 施 例 に 係 る 結 び 目 押 込 み ／ 切 断 デ バ イ ス の 作 動 段
階 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ０ Ｂ 】 図 ６ ０ Ｂ は 、 本 発 明 の 別 実 施 例 に 係 る 結 び 目 押 込 み ／ 切 断 デ バ イ ス の 再 引 絞
り 段 階 を 示 す 概 略 的 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ Ａ 】
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【 図 １ ７ Ｂ 】 【 図 １ ８ Ａ 】

【 図 １ ８ Ｂ 】

【 図 １ ８ Ｃ 】

【 図 １ ９ Ａ 】

【 図 １ ９ Ｂ 】
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【 図 １ ９ Ｃ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ Ａ 】

【 図 ２ ４ Ｂ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ Ａ 】

【 図 ２ ６ Ｂ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】
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摘要(译)

缝合线插入装置（120）包括轴（124），其适于插入体腔（154）中。
第一和第二针（160）分别保持缝合线（122）的第一和第二端。第一和
第二针引导件（130）附接到轴并分别保持第一和第二针。针引导件具有
第一操作构造，其中针引导件保持平行于轴的轴线以将轴插入体腔中，
以及第二操作构造，其中针引导件从身体内的轴向外展开空腔，以便将
针指向近端方向。推出器（164）用于在第二操作构造中从针导向器中弹
出针，以使针穿透邻接体腔的组织（156）。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d633f844-b60d-4b97-8284-11fa4e0300c7
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/035428806/publication/JP2008500125A?q=JP2008500125A

